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千葉県立匝瑳高等学校
同 窓 会 事 務 局

〒289−2144  千葉県
匝瑳市八日市場イ1630

TEL. 0479−72−1541
FAX. 0479−73−6146
代表：林 　 勝 美

今年４月に国公立大学に入学した、同窓会員の３人。
匝瑳高校で培ってきた経験を生かし、それぞれの夢に
向かって頑張っています。３人の「大学生となって
考える将来の夢」の寄稿は５ページに掲載しています。

未来へ躍進未来へ躍進

同 窓 生同 窓 生

横
浜
市
立
大
学
・
米
本
佳
苗 

さ
ん

一
橋
大
学
・
加
藤　

開 

さ
ん

お
茶
の
水
女
子
大
学
・
井
上
愛
香 

さ
ん
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同窓会報年1回発行☆各家庭に1冊配布☆最新情報はHPへ
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定例総会

～
此
処
東
海
の
道
の
涯は
て

�

大
海
原
を
見
渡
し
て
…
…　
　
　

～
桜
花
咲
き
散
る
か
げ
に
わ
が
春
を

�
惜
し
み
て
立
て
ば
あ
あ
匝
瑳
…
…

　

蔦
の
絡
ま
る
学
び
舎
は
、
我
々
が

最
後
の
教
室
…
。

　

入
学
式
、
甲
子
園
を
目
指
し
た
真

夏
の
ス
タ
ン
ド
、
さ
ら
に
、
文
化
祭
、

体
育
祭
等
、
度
あ
る
ご
と
に
エ
ー
ル

し
た
旧
校
歌
、
応
援
歌
、
現
校
歌
。

　

應
援
團
に
所
属
し
て
い
た
た
め
、

校
歌
と
エ
ー
ル
は
日
々
の
務
め
。
脳

裏
に
焼
き
付
く
母
校
の
宝
と
し
て
、

地
元
の
横
芝
支
部
総
会
で
、
毎
年
、

大
合
唱
し
て
い
ま
す
。

　

会
長
と
し
て
今
年
の
指
針
は
、
同

窓
会
員
の
母
校
に
対
す
る
意
識
高
揚

を
掲
げ
ま
す
。

　

7
年
後
に
迎
え
る
創
立
１
０
０
周

年
記
念
に
向
け
た
初
期
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
１
５
，０
０
０
名
余
の
同

窓
会
会
員
の
積
極
的
な
交
流
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

�

①�

各
卒
業
年
度
に
お
け
る
幹
事
の
選

出
及
び
連
携
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
会

等
の
開
催
を
推
進
す
る
。

②�

13
地
域
に
組
織
さ
れ
て
い
る
同
窓

会
支
部
の
周
知
を
行
い
、
新
た
な

会
員
の
発
掘
を
図
る
。

�　

10
年
以
上
本
部
・
支
部
の
同
窓
会

活
動
に
係
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
活

動
に
参
加
す
る
方
は
、
63
歳
が
務
め

る
会
長
年
度
を
除
い
て
、
新
た
な
方

の
参
加
は
少
な
い
状
況
に
あ
り
、
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
活
用
し
た
、
同
年

代
、
同
一
地
域
に
住
む
会
員
の
積
極

的
な
交
流
を
望
む
も
の
で
す
。
事
務

局
に
は
、
新
・
旧
校
歌
の
Ｃ
Ｄ
を
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
毎
月
、
何
処
か

ら
か
校
歌
が
聞
こ
え
る
日
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
１
年
間
、
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

平成29年度　役員　（総会時現在）
会

長

林　
　

勝
美
（
高
26
）
新

副

会

長

佐
藤　

正
樹
（
高
26
）
新

次
期
会
長

桑
田　

克
己
（
高
25
）
新

匝
陵
会
会
長

堀
越　

正
夫
（
高
13
）

旭
匝
会
会
長

石
毛　
　

理
（
高
20
）

銚
匝
会
会
長

森
川　
　

忠
（
高
25
）
新

横
匝
会
会
長

勝
又　

俊
夫
（
高
20
）

多
古
支
部
会
長

石
井　
　

稔
（
高
18
）

京
葉
支
部
会
長

宮
崎　

晴
可
（
高
15
）

匝
東
会
会
長

江
波
戸
一
治
（
高
26
）
新

干
潟
支
部
会
長

小
川　

博
之
（
高
23
）

野
栄
支
部
会
長

加
瀬　

正
彦
（
高
24
）

飯
匝
会
会
長

青
栁　

泰
亘
（
高
13
）

光
支
部
会
長

加
瀬　
　

操
（
高
17
）

海
上
支
部
会
長

工
藤　

博
孝
（
高
11
）

四
街
道
支
部
会
長

監

事

中
村　

正
平
（
高
25
）
新

萩
原　

吉
春
（
高
31
）

総
務
部
長

吉
川　
　

昇
（
高
25
）
新

文
化
部
長

飯
島　

美
恵
（
高
17
）

体
育
部
長

佐
久
間
邦
彦
（
高
25
）
新

会
報
編
集
委
員
長

平
山　

孝
雄
（
高
24
）

事
務
局
長

宇
野　

典
男
（
高
30
）

会

計

宮
内　

千
尋
（
高
57
）

書

記

青
澤　

晴
美
（
高
32
）

顧

問

長
谷
川　

茂

校
長

田
中　

康
之

新

全
日
制
教
頭

湯
上　

準
一

新

全
日
制
教
頭

塚
本　
　

宏

新

定
時
制
教
頭

岡
田　
　

稔

新

事
務
長

参

与

齊
藤　

元
久
（
高
24
）
新

従
来
の
方
々
に
加
え

　平成29年６月25日、匝瑳高校視聴覚室で、

平成29年度定例総会が開催されました。新

会長に高26回生の林 勝美さんを選出し、

平成28年度の活動報告・決算及び平成29年

度予算・事業計画などを決定しました。

林　勝美 会長
（高26）

平成29年度　定例総会開かれる

ご
あ
い
さ
つ

新会長に　林　勝美さん（高26）
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収入の部　合計� 5,333,000�円
支出の部　合計� 5,333,000�円

差引残高� 0�円

収入の部　合計� 5,011,963�円
支出の部　合計� 4,449,657�円

差引残高� 562,306�円

平成28年度  匝瑳高等学校同窓会  一般会計決算書
（自　平成28年４月１日　　至　平成29年３月31日）

平成29年度  匝瑳高等学校同窓会  一般会計予算案
（自　平成29年４月１日　　至　平成30年３月31日）

収入の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考
前 期 繰 越 金 2,045,498 2,045,498 0

会 費 収 入 1,700,000 1,852,000 152,000

入 会 金 収 入 1,023,000 1,020,000 ▲ 3,000 全日制322名　定時制18名

寄 付 金 収 入 30,000 90,400 60,400 総会懇親会剰余金・さふさ50号広告掲載料

雑 収 入 6,502 4,065 ▲ 2,437 名簿売上げ・利子　他

収 入 の 部 計 4,805,000 5,011,963 206,963

支出の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考
会 議 費 550,000 440,798 109,202 総務部会・文化部会・幹事会・支部

事 務 費 90,000 91,015 ▲ 1,015 事務通信費

旅 費 60,000 55,500 4,500 会務旅費

慶 弔 費 50,000 0 50,000

振 込 手 数 料 20,000 15,060 4,940 会費振込手数料

会 報 発 行 費 2,800,000 2,804,761 ▲ 4,761 印刷費・発送費

補 助 費 1,000,000 819,315 180,685 母校教育活動への補助

Ｈ Ｐ 管 理 費 162,864 162,864 0

予 備 費 72,136 0 72,136

過払会費返金 0 60,344 ▲ 60,344

支 出 の 部 計 4,805,000 4,449,657 355,343

特別会計 （単位：円）

科　目 収　入 支　出 備　考
一 般 会 計 へ 0 0

定期預金受取利息 2,789 千葉銀行／京葉銀行

定期預金預け入れ 2,789

合　計 2,789 2,789

収入の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
前年度繰越金 562,306 2,045,498 ▲ 1,483,192 前年度から繰り越し

会 費 1,800,000 1,700,000 100,000

入 会 金 936,000 1,023,000 ▲ 87,000 全日制306名　定時制６名

繰 入 金 2,000,000 0 2,000,000 京葉銀行スーパー定期

寄 付 金 30,000 30,000 0

雑 収 入 4,694 6,502 ▲ 1,808 名簿売上、預金利息

収 入 の 部 計 5,333,000 4,805,000 528,000

支出の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
会 議 費 500,000 550,000 ▲ 50,000 総務部、文化部、幹事会、支部総会

事 務 費 95,000 90,000 5,000 事務通信費、印刷費

旅 費 60,000 60,000 0 会務旅費（学校／会長）

慶 弔 費 50,000 50,000 0 役員等

振 込 手 数 料 20,000 20,000 0 会費振込手数料

会 報 発 行 費 2,850,000 2,800,000 50,000 印刷費、発送費

補 助 費 1,000,000 1,000,000 0 母校教育活動への補助

Ｈ Ｐ 管 理 費 162,864 162,864 0 ホームページの管理

予 備 費 595,136 72,136 523,000

特 別 会 計 へ 0 0 0

支 出 の 部 計 5,333,000 4,805,000 528,000

特別会計 （単位：円）

備　考
前 年 度 繰 越 18,135,982 18,135,982

支 出 の 部 2,000,000 一般会計へ

収 入 の 部 0 一般会計より

次 年 度 繰 越 16,135,982

財産目録 （▲印：減、単位：円）

Ｈ28年3月31日 Ｈ29年3月31日 差　額

一般会計

現金 82,739 103,647 20,908

ゆうちょ銀行  当座預金 317,700 154,640 ▲ 163,060

ゆうちょ銀行  通常貯金 1,645,059 304,019 ▲ 1,341,040

一般会計　合計 2,045,498 562,306 ▲1,483,192

特別会計

千葉銀行  定期預金 3,031,113 3,031,756 643

京葉銀行  スーパー定期 5,051,040 5,052,113 1,073

京葉銀行  スーパー定期 5,051,040 5,052,113 1,073

ゆうちょ銀行  定額貯金 5,000,000 5,000,000 0

千葉興業銀行  スーパー定期 0 0 0

特別会計　合計 18,133,193 18,135,982 2,789
総　資　産 20,178,691 18,698,288 ▲1,480,403

同
窓
会
の
定
例
総
会
は
、
毎
年
６
月

の
第
４
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

平成29年度　定例総会開かれる
新会長に　林　勝美さん（高26）
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■
自
己
紹
介　

卒
業
し
て
か
ら
機
長
ま
で
の
道
の
り

　

動
機
と
き
っ
か
け

・�

航
空
大
学
校
３
年
間
、日
本
航
空
J
A
L
で
33
年
間

■
36
年
間
で
や
っ
て
き
た
事�

・�

小
型
機
か
ら
大
型
旅
客
機
ま
で
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取

得
す
る
為
の
訓
練
、
有
償
フ
ラ
イ
ト
、
教
官

・�

Ｆ
Ａ
2
0
0�

→�

ビ
ー
チ
ク
ラ
フ
ト
・
ボ
ナ
ン
ザ�

→�

ビ
ー
チ
ク
ラ
フ
ト
・
バ
ロ
ン�

→�

小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
・
フ
ァ

ル
コ
ン�

→�

大
型
旅
客
機
Ｄ
Ｃ
８�

→�

B
7
4
7
旧�

→�

B
7
4
7−

4
0
0�

→�

B
7
3
7−

8
0
0

・�

世
界
約
15
か
国
と
約
40
の
空
港
へ
の
フ
ラ
イ
ト
経
験

と
滞
在

・�

6
5
0
人
の
命
と
3
0
0
億
円
の
機
体
を
預
か
り
目

的
地
に
行
く
、そ
の
為
に
必
要
な
準
備
と
実
行

・�

41
歳
で
病
気
・
２
年
間
休
職
と
、
会
社
設
立
と
事
業
開

定例総会

・
訓
練
日
誌
の
効
果

　
　

�

同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
→
改
善
・
成
長

・
情
報
収
集
と
判
断

・
時
間
管
理

・�
錯
覚
か
ら
身
を
守
る

　
　

�

Ｇ
の
変
化
・
視
覚
か
ら
の
錯
覚
・
思
い
込
み

・
ワ
ー
ク
ロ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

・
病
気
を
し
て
、
健
康
第
一

・
人
間
関
係　

・
人
生
目
標　

・
経
済
力

■
外
か
ら
見
た
日
本

・
フ
ラ
イ
ト�

＋�

退
職
後
の
旅
行��
で
世
界
を
周
遊

・
自
分
の
国
を
知
る

　
　

歴
史
・
文
化
・
優
位
な
点
・
不
利
な
点

・
世
界
を
知
る　

歴
史
・
文
化
の
抑
え
ど
こ
ろ

・
国
民
性
の
違
い

・
産
業　

農
業　

工
業　

商
業　

政
治　

文
化

　
（
特
に
、
精
神
分
野
）

・
宗
教
を
持
た
な
い
国
民
、
武
士
道
と
八
百
万
の
神

■
学
ん
だ
事
を
他
の
仕
事
や
人
生
に
生
か
す

・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
リ
ー
ダ
ー
の
質
の
違
い

・�

先
を
読
む
→
未
来
を
読
む
、
今
、
時
代
の
先
を
読

む
事
が
大
事

　
　

こ
れ
か
ら
の
数
十
年
ど
ん
な
能
力
が
必
要
か

・
優
先
順
位

■
Ｑ
＆
Ａ

・
よ
も
や
ま
話　

Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
特
別
な
体
験
、
…
…

本部関係
期　日 事業内容 会　場

28.�６.�26

定例総会
※会長に�齊藤元久�氏（高24）を選出
※記念講演「グローバル化と教育を考える
　−今こそ日本語教育の重要性を再認識する」

高野清豪�氏（高24）

視聴覚室

28.�７.�29 第１回総務部会 西城館

28.�９.�25 つたの葉会 傳兵衛

28.�11.�30 第２回総務部会 西城館

29.�２.�４ 新年幹事会 梅田家

29.�３.�３ 全日制同窓会入会式　高69回322名 体育館

29.�３.�４
午前全日制卒業式 体育館

夜定時制卒業式・同窓会入会式　定63回18名 食堂

29.�４.�７
午前全日制入学式　普通科240名　理数科40名 体育館

夜定時制入学式８名 食堂

29.�４.�27 第３回総務部会 西城館

29.�５.�23 幹事会 西城館

29.�６.�24 母校文化祭（蔦陵祭）
ギャラリーの公開、ＰＴＡバザーへの協力

29.�６.�27 ホームページ更新

本部関係
期　日 事業内容 会　場

29.�６.�25 定例総会 視聴覚室

29.�７.�27 第１回総務部会 西城館

29.�11.�30 第２回総務部会 西城館

30.�２.�３ 新年幹事会 梅田家

30.�３.�９ 全日制同窓会入会式　高70回 体育館

30.�３.�10
午前全日制卒業式 体育館

夜定時制卒業式・同窓会入会式　定64回 食堂

30.�４.�９
午前全日制入学式 体育館

夜定時制入学式 食堂

30.�４.� 第３回総務部会 西城館

30.�５.� 幹事会 西城館

30.�６.�23 母校文化祭（蔦陵祭）
ギャラリーの公開、ＰＴＡバザーへの協力 ギャラリー

30.�６.� ホームページ更新

平成28年度　事業報告

平成29年度　事業計画
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記 念 講 演

旅客機諸元・性能表
（注）�（1）F：ファーストクラス、C：ビジネスクラス、J：スーパーシート、Y：エコノミークラス 

（2）旅客は標準座席数、貨物は標準搭載方法による最大容積制限値として示す。
（3）標準大気状態において、国際線は高度35,000ft（10,670m）、国内線は31,000ft
（9,449m）における値。（4）上記最大有償搭載量に対する値。（5）海面高度で最大離陸
重量に対する値。（6）海面高度で最大着陸重量に対する値。（7）推力でなく等価軸馬
力で表示。（8）燃料の比重は0.803kg/リッターとする。

機名

諸元性能

マクダネル
ダグラス
MD-90-30

マクダネル
ダグラス
MD-11

ボーイング
747-400
（国内線仕様）

ボーイング
747-400
（国際線仕様）

ボーイング
767-300

ボーイング
777-200

エアバス
A300B4-2C

エアバス
A310-200

エアバス
A340-300

幅⒨ 32.9 51.7 59.6 64.9 47.6 60.9 44.8 43.8 58.6
全長⒨ 46.5 61.2 70.7 70.7 54.9 63.7 53.6 46.6 59.4
全高⒨ 9.4 17.6 19.3 19.3 15.8 18.4 16.5 15.8 16.8

主翼
後退角
（度）

24.5 35 37.5 37.5 32 32 28 28 30

エンジン
名称

IAE社
V2525-05

P&W社
PW4460

GE社
CF6-80C2BIF

GE社
CF6-80C2BIF

P&W社
JT9D-7R4D

P&W社
PW4077

GE社
CF6-50C2

P&W社
JT9D-7R4D

CFM社
CFM56-5C4

離陸推力
（kg×基数）25,000×2 27,200×3 25,900×4 25,900×4 21,770×2 34,900×2 23,133×2 21,770×2 31,880×4

最大離陸
重量⒯ 70.8 280.3 272.2 394.6 133.8 230 150 132 257

最大着陸
重量⒯ 64.4 195 260.4 285.8 136.1 202 134 118.5 187

最大無燃料
重量⒯ 58.9 181.4 242.7 267.6 126.1 191 124 108.5 175

運航空虚
重量⒯ 39.4 116.6 164.3 182.7 87.9 133 88.1 76.6 123.7

燃料タンク
容量⒯ 17.8 115.5 163.4 173.7 50.8 94 48 73.2 112.4

最大座席数 172 381 666 666 290 419 320 265 440

標準座席数
⑴

166
（モノクラス）

235
（F12+C79+Y144）

568
（J24+Y544）

355
（F19+C58+Y278）

270
（J16+Y254）

389
（J12+Y377）

281
（モノクラス）

234
（モノクラス）

295
（F18+C81+Y196）

最大有償
搭載量⑵⒯ 17.5 38.7 59.2 56.7 33.5 47.8 35.9 31.8 51.3

巡航マッハ数 0.75 0.82 0.85 0.85 0.8 0.84 0.78 0.8 0.82
巡航速度
⑶（㎞/時） 815 884 916 916 862 905 848 869 884

航続距離
⑷（㎞） 4,198 11,480 4,170 12,300 5,280 4,740 3,480 3,930 14,910

離陸滑走
路長⑸⒨ 2,250 3,200 1,790 3,250 2,070 1,640 2,140 1,840 2,870

着陸滑走
路長⑹⒨ 1,560 2,280 1,940 2,070 1,490 1,780 1,520 1,660 1,930

始
、機
長
復
活
、Ｆ
Ｔ
は
約
１
万
4
，0
0
0
時
間

・�

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
待
遇（
通
勤
・
休
暇
・
給
料
・
退
職
金
等
）

■
飛
行
機
と
フ
ラ
イ
ト
に
つ
い
て

・
飛
行
機
・
航
空
に
関
す
る
仕
事
の
種
類

　
　

�

地
上
と
空�

航
空
会
社
と
国
の
施
設
と
航
空
局
関
係

・�

飛
行
機
の
運
行
に
影
響
を
与
え
る
事
柄�

自
動
操
縦

・�

仕
事
と
責
任
と
権
限　

機
長
が
決
定
す
る
事
柄

・
仕
事
の
特
徴

　
　

�

明
確
な
O
N
と
O
F
F
、
リ
ス
ク
と
責
任
、
自
己

管
理
、
ラ
イ
セ
ン
ス
の
維
持

　
　

非
日
常
の
環
境
の
中
で
の
仕
事

　
　

�
３
次
元
・
ス
ピ
ー
ド
・
３
万
メ
ー
ト
ル
の
上
空
の

環
境

■
飛
行
機
の
仕
事
か
ら
学
ん
だ
事

・�

素
晴
ら
し
い
成
果
の
有
る
訓
練

　
　

�

理
解
・
イ
メ
ー
ジ
フ
ラ
イ
ト
・
身
体
に
覚
え
さ
せ
る

・Think�Ahead

＝
先
を
読
む

・
取
り
組
む
姿
勢
と
態
度

・�PLAN

→D
O

→SEE

＝
準
備
・
計
画
→
実
行
→
失
敗
の

認
識
→
対
策
を
立
て
る
→
実
行

��お茶の水女子大学　生活科学部
井上　愛香（高69）

　私は卒業後の進路についてはまだ未定ですが、大
学生活４年間の中で多くの人と出会い、様々な経験
をし、自分の本当に進みたい道をじっくり見極めた
いと思っています。入学してから私は “今しかでき
ないことをしよう”ということを一番大切に考え、
そのために毎日とても忙しく過ごしています。例え
ば、アルバイトに励み、夏休みは貯めたお金で韓
国、カンボジア、台湾に行き、本当に大きな刺激を
受けました。大学の授業では高校まででは学べな
かったことを深く掘り下げていくことが楽しみで
す。そして素晴らしい出会いにも期待しています。
４年間の大学生活を悔いのないよう充実させ、社会
で活躍する女性を目指し日々学んでいきたいです。

��一橋大学　経済学部� 加藤　　開（高69）
　私は今、体育会バスケットボール部に所属してい
て高校時代と同じように勉学と部活動に励み、高校
よりもレベルの高い文武両道の環境で様々なことを
学ぶことができ非常に充実した日々を過ごしていま
す。将来何をしたいかはまだ具体的に決まっていな
いので、４年間かけて自分のやりたいことをじっく
りと探していきたいと思っています。大学には尊敬
する素晴らしい先輩方がたくさんいるので、参考に
しながら今後の人生に生かしていきたいです。学ぶ
ことだらけの大学生活であり忙しい毎日ですが、
様々な世界に触れて色々な経験をし、４年後には人
として成長できたと感じられるように頑張っていき
たいと思います。

��横浜市立大学　医学部看護学科
米本　佳苗�（高69）

　患者の心の拠り所になれるような看護師を目指し
ています。看護師は単に医師の手伝いをする職業で
はありません。患者にとって看護師は、病院の中で
一緒に過ごす時間が最も長くなります。患者の心に
寄り添えるような存在になりたいと思います。その
ためには、確かな技術と信頼が必要です。患者やそ
の家族にとっても、そのほかの医療従事者にとって
も、信頼のおける存在になりたいと考えています。
　また、高齢化の進展により医療需要が高まるな
か、現場の看護師が不足しているという現状を知
り、将来の看護師を育てる看護教員への道も良いの
ではと考えています。
　自分が生まれ育った地域の医療に貢献できるよ
う、学校の授業や病院実習を通して着実に知識や技
術を身に付けていきます。

表紙の言葉

大学生となって考える
将来の夢

時速900kmで移動する空の仕事から
学んだこと ～�外から見た日本

講師　鈴木　廣行��氏��（高25）
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学校だより

�

美
術
部

美
術
部�

顧
問　

伊
藤　

学
史

◆ 

八
月
一
日
～
三
日
の
二
泊
三
日
、「
第
四
十
一

回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
宮
城
大
会
」
に
、

美
術
部
員
六
名
と
参
加
し
た
。
文
化
部
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
と
も
言
え
る
全
国
大
会
に
は
、
昨
年
の

広
島
大
会
に
続
き
六
度
目
の
出
場
に
な
る
。

　

今
回
県
代
表
と
し
て
、
工
藤
夏
希
さ
ん
（
三
年

生
）
が
平
面
の
部
で
油
彩
画
を
出
展
し
た
。
彼
女

は
、
昨
年
度
の
広
島
大
会
（
立
体
部
門
）
に
引
き

続
き
二
年
連
続
出
場
と
な
る
。

　

部
門
開
会
式
の
講
演
会
で
は
、漫
画「
ジ
ョ
ジ
ョ

の
奇
妙
な
冒
険
」
の
作
者
、
仙
台
出
身
漫
画
家
・

荒
木
飛
呂
彦
先
生
の
ユ
ニ
ー
ク
な
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。

　

宮
城
県
美
術
館
に
は
、
四
百
点
を
超
え
る
各
県

代
表
の
平
面
・
立
体
作
品
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ

て
い
た
。
全
国
総
文
祭
ほ
ど
、
高
校
生
の
圧
倒
的

パ
ワ
ー
と
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
を
見
せ
つ
け
ら

れ
る
展
覧
会
は
他

に
な
い
。
先
輩
に

お
供
し
た
二
年
生

諸
君
。
そ
の
眼
差

し
に
、
し
か
と
本

物
の
凄
さ
を
焼
き

付
け
て
き
た
だ
ろ

う
か
。
今
後
の
活

動
が
大
い
に
期
待

さ
れ
る
。

　

み
ん
な
と
見
た

松
島
湾
の
夕
焼
け

は
、
一
生
涯
の
宝

物
と
な
っ
た
。

◆ 

学
生
を
対
象
と
し
た
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
「
第
67

回
学
展
」
は
、
池
田
満
寿
夫
を
は
じ
め
と
す
る
、

多
く
の
才
能
あ
ふ
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
登
龍
門

と
な
っ
て
き
た
。
今
回
の
応
募
者
は
全
部
門
で

１
，５
４
８
名
。
グ
ラ
ン
プ
リ
は
逃
し
た
も
の
の
、

美
術
部
２
年
生
・
遠
藤
江
里
子
さ
ん
の
油
彩
画「
祖

父
へ
の
贈
り
物
」
が
特
別
奨
励
賞
を
受
賞
。
例

年
、
受
賞
作
品
は
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
へ
展
示
さ
れ

る
の
だ
が
、
今
回
は
何
か
の
手
違
い
で
展
示
さ
れ

な
か
っ
た
。
本
人
も
大
変
残
念
が
っ
て
い
た
。

◆ 

日
本
と
海
外
の
高
校
生
の
優
秀
作
品
を
同
時

に
展
示
す
る
「
第
18
回
高
校
生
国
際
美
術
展
」
が
、

国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。
世
界
の
高
校
生

か
ら
集
ま
っ
た
作
品
は
、
１
，３
４
８
点
。
多
少

荒
削
り
で
も
、
き
ら
り
と
光
る
若
き
才
能
の
芽

を
大
事
に
す
る
こ
の
展
覧
会
、
美
術
部
２
年
生
・

五
十
嵐
叶
恵
さ
ん
と
土
屋
美
緑
さ
ん
２
人
が
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
。

　同窓会会員の皆様には、
平素より母校に思いを寄
せていただき、また、物

心両面にわたりご支援を賜り、厚くお礼申
し上げます。
　さて、本校が、千葉県教育委員会から進
学指導重点校に指定されて４年が経過しま
した。この間、様々な学力向上策や３年間
を見据えた進路指導に取り組んだ結果、平
成28年度卒業生は、国公立大学に過去最
高の55名が合格するなど、毎年のように
進学実績は向上しています。改めて、匝高
生のポテンシャルの高さを感じているとこ
ろです。
　また、学習意欲の向上及び主体的に進路
を選択・決定する能力・態度の育成のため
のキャリア教育にも積極的に取り組んでい
ます。これまでも、様々な分野でご活躍さ
れている社会人の皆様を講師としたキャリ
アガイダンスやグローバル人材プロジェク
ト等を実施してきましたが、平成28年度
から職場体験を伴う「仕事を知ろう」教職
編・医療編・看護編を、平成29年度から
成田空港編を、近隣の小中学校や大学・医
療機関・成田空港関係企業と連携して実施
しています。
　現在、本校が位置する東総地区は、人口
減少とそれに起因する様々な課題に直面し
ています。本校では、国内外で中心的な役
割を担う人材の育成を教育目標の一つとし
て取り組んでいますが、同時に東総地区で
活躍する人材の育成が急務でもあります。
「仕事を知ろう」で取り組んでいる職種は、
いずれも東総地区で就職できる可能性の高
いものであり、近い将来、地域の中心となっ
て活躍してくれることを期待しています。
　今後も、様々な教育活動の充実を図り、
生徒一人一人に夢・希望の実現や社会的・
職業的自立に向けて必要な能力・態度を育
成し、一人一人が生涯にわたって輝けるよ
うに、教職員の力を結集して取り組んでま
いります。
　母校の後輩のため、本校の教育活動にお
力添えをお願いするとともに、同窓会の
益々のご発展を祈念申し上げます。

工藤夏希　「新たな世界へ」

遠藤江里子　「祖父への贈り物」

五十嵐叶恵　「烔烔」

土屋美緑　「未来計画図」

校���長　長谷川　　茂
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28年度卒業生の進路状況

国公立大学55名合格！

平成29年度教職員名簿　　（　）は卒業回／※は非常勤／＊は講師

クラス 氏　名

Ａ　組 並 木 梨 華
Ｂ　組 早 川 大 毅
Ｃ　組 菅 澤 　 慎
Ｄ　組 深 堀 健 斗
Ｅ　組 小 林 克 佳
Ｆ　組 熊 坂 直 己
Ｇ　組 菅 谷 直 宏
Ｈ　組 高 橋 まひろ

全日制第69回同窓会幹事
（平成28年度卒業生）

定時制第63回同窓会幹事
クラス 氏　名

Ｐ　組 伊 藤 麻 奈

　平成28年度卒業生は、進学指導重点校第
２期生です。「高い目標を持ち、最後まで
あきらめさせない！」を目標に、一人ひと
りの進路希望と能力に応じた、きめ細やか
な進路指導を目指し、充実した進路体制の
もとで３年間一貫した教育をしてきました。
　その結果、国公立大は、一橋大（１）・北海
道大（１）・お茶の水大（１）・筑波大（２）・
千葉大（４）・茨城大（７）・千葉県保健医
療大（３）・首都大東京（１）・横浜市立大
（１）など、合計55名が合格しました。
この合格数は、2000年以降最高の数です。
また、私立大でも、慶応大（１）・早稲田大
（３）・明治大（８）・青山学院大（７）・立
教大（５）・中央大（６）・法政大（12）など延
べ639名の合格者を出しました。
　本校では、国公立大を主眼におき５教科
７科目で勝負し、全国を視野に入れた出願
指導により、良い結果を出してきました。
これからも、この指導を徹底し、学校が一
丸となり生徒の進路実現を実現していきた
いと考えています。

（進路指導主事　佐々木輝彦）

卒業生の合格先数一覧（延べ人数）

平成28年度 平成27年度 平成26年度
国 公 立 大 55 42 27
私 立 大 639 548 538
国公立短大 1 1 0
私 立 短 大 11 15 13
準 大 学 0 0 0
専 門 学 校 40 32 37
留 学 0 0 0
公務員就職 8 10 9
民 間 就 職 1 1 0
予備校など 25 35 53

【
全
日
制
】
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二
瓶　

詩
織

渡
邉　

任
美
（
高
57
）

嘱
託
学
校
技
能
員

高
木　

武
男

石
橋　

美
信
～
9
月

竹
内　

正
已
10
月
～

A
L
T
ウ
ィ
リ
ン
グ
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ

ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

来
栖　

郁
代

【
定
時
制
】

教　
　

頭

塚
本　
　

宏

国　
　

語

奈
良
崎
俊
一

小
原　

好
子

社　
　

会

高
山　

茂
明

高
橋　

信
雄

数　
　

学

宮
穂　

和
浩

理　
　

科

生
田　

泰
規
＊

保
健
体
育

石
毛　

宏
育

英　
　

語

六
川　
　

俊

養　
　

護

菅
谷　

光
花

主　
　

査

高
野　

善
美
（
高
43
）

技
師（
栄
養
士
）

石
田　

好
美

家　
　

庭

向
後
友
加
里
※（
高
54
）

�

弓
道
部

全
国
選
抜
大
会
出
場

　

平
成
28
年
度
千
葉
県
高
等
学
校
弓
道
新
人
大
会

男
子
団
体
戦
に
お
い
て
、匝
瑳
高
校
（
藤
城
耕
陽
・

高
橋
悟
志
・
宮
川
颯
太
）は
、24
射
20
中
で
優
勝
し
、

12
月
22
日
（
木
）
～
25
日
（
日
）
に
愛
知
県
名
古

屋
市
の
日
本
ガ
イ
シ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
、
第
35

回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
に
出
場
し
た
。

�

野
球
部

　

昨
年
、
久
し
ぶ
り
に
選
手
権
大
会
で
４
回
戦
ま

で
駒
を
進
め
た
野
球
部
は
、
今
年
も
接
戦
を
も
の

に
し
て
４
回
戦
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
。

　
　

２
回
戦　

匝
瑳　

５

−

３　

成
田
西
陵

　
　

３
回
戦　

匝
瑳　

７

−

６　

佐
倉
西

　
　

４
回
戦　

匝
瑳　

５

−

８　

東
京
学
館
浦
安
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匝
東
会�（
東
京
支
部
）

匝
東
会
総
会
報
告

　

平
成
29
年
４
月
８
日
（
土
）、
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私
学
会
館
）
に

お
い
て
、
第
19
回
匝
東
会
総
会
が
94

名
の
参
加
を
得
て
、盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

阿
部
四
郎
事
務
局
長
（
高
17
）
の

司
会
に
よ
る
来
賓
の
紹
介
に
続
き
、

宮
崎
晴
可
会
長
（
高
15
）
が
講
演
並

び
に
そ
の
詩
集
の
頒
布
紹
介
、
景
品

協
力
御
礼
に
併
せ
、
碇
穹
一
副
会
長

（
高
15
）
の
急
逝
を
悼
み
、
開
会
の
挨

拶
を
行
っ
た
。
続
い
て
齊
藤
元
久
同

窓
会
長
（
高
24
）
か
ら
活
動
報
告
と

日
ご
ろ
の
協
力
御
礼
、
長
谷
川
茂
校

長
か
ら
は
英
語
科
が
な
く
な
り
７
ク

ラ
ス
２
８
０
名
と
な
っ
た
も
の
の
、

国
際
理
解
コ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
旨
の
ご
挨

拶
を
頂
い
た
。

　

引
き
続
き
第
１
部
総
会
に
先
立
ち
、

亡
く
な
ら
れ
た
会
員
の
ご
冥
福
を
祈

り
、
黙
祷
を
捧
げ
る
。
宮
崎
会
長
の

議
事
進
行
の
も
と
、
活
動
報
告
並
び

に
会
計
及
び
監
査
報
告
等
が
行
わ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

第
２
部
講
演
会
は「
海
と
詩
」と
題

し
、高
橋
順
子
女
史（
高
15
）の
講
演
を

頂
い
た
。子
供
の
頃
か
ら
砂
浜
で
遊

び
、
防
波
堤
を
歩
き
、
海
の
変
化
を
見

る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。「
わ
れ
は
海

の
子
」の
歌
の
よ
う
に
育
っ
た
。海
が

今
の
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
。詩
作
の

原
点
は
こ
こ
に
あ
る
と
語
る
。最
初
の

詩
集
は『
海
ま
で
』、東
日
本
大
震
災
の

飯
岡
惨
状
を
見
て
書
い
た
詩
集『
海

へ
』が
、
藤
村
記
念
歴
程
賞
と
三
好
達

治
賞
を
受
賞
し
た
。

　
「
津
波
は
ま
っ
す
ぐ
来
た
」「
３
・

11
あ
れ
か
ら
」「
海
の
こ
と
ば
」「
日

常
」
を
朗
読
す
る
。「
日
常
か
ら
は
、

詩
は
生
ま
れ
な
い
。
有
り
得
そ
う
も

な
い
こ
と
、
非
日
常
が
必
要
で
す
。

日
常
の
裏
付
け
が
あ
っ
て
、
非
日
常

が
詩
に
な
る
」
と
話
す
。「
高
橋
順
子

を
囲
む
会
」
に
よ
る
「
旭
い
い
お
か

文
芸
賞
『
海
へ
』」
が
創
設
さ
れ
、

１
，６
８
１
点
の
応
募
が
あ
っ
た
と
い

う
。
直
木
賞
作
家
・
車
谷
長
吉
は
連

れ
合
い
で
あ
る
。

　

第
３
部
懇
親
会
は
、森
幸
男
副
会
長

（
高
17
）と
前
林
和
彦
幹
事（
高
26
）の

進
行
の
も
と
、太
田
昭
吉
氏（
中
17
）が

「
相
撲
甚
句
」を
高
ら
か
に
吟
唱
し
、押

尾
鼎
氏（
高
２
）の
乾
杯
の
音
頭
で
懇

親
の
宴
が
始
ま
っ
た
。

　

初
参
加
者
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

森
茂
代
（
高
７
）
中
野
幸
子
・
大
橋

正
子
幹
事
（
高
８
）
に
よ
る
、
外
れ

く
じ
無
し
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

最
後
に
伴
奏
付
き
で
、
匝
中
校
歌

「
此
処
東
海
の
道
の
涯
」
と
匝
高
校
歌

「
桜
花
咲
き
散
る
か
げ
に
」
を
声
高
ら

か
に
合
唱
す
る
。
母
校
の
益
々
の
発

展
と
同
窓
各
位
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、

抽
選
会
の
銘
酒
、
銘
茶
、
多
古
米
、

そ
ば
つ
ゆ
、
シ
ュ
ウ
マ
イ
、
和
菓
子

等
を
手
土
産
に
、
再
会
を
約
し
散
会

し
た
。

�

須
郷
隆
雄
（
高
17
）

四
街
道
支
部

四
街
道
支
部
同
窓
会

　
　

第
19
回
総
会
開
催
に
つ
い
て

　

7
月
17
日
（
祝
月
）
10
時
30
分
か

ら
四
街
道
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
四
街
道
支
部
同
窓
会
第
19
回
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

母
校
か
ら
長
谷
川
茂
校
長
、
母
校

本
部
か
ら
林
勝
美
会
長
（
高
26
）、
宇

野
典
男
事
務
局
長
（
高
30
）
が
出
席
、

そ
し
て
昨
年
の
総
会
に
所
要
が
あ
っ

て
出
席
で
き
な
か
っ
た
齊
藤
元
久
前

会
長
（
高
24
）
が
出
席
、
支
部
会
員

38
名
参
加
の
も
と
に
母
校
及
び
同
窓

会
の
近
況
報
告
が
あ
っ
た
。

　

林
勝
美
会
長
か
ら
は
、
各
支
部
の

活
動
を
盛
ん
に
し
、
匝
瑳
高
を
盛
り

上
げ
た
い
と
抱
負
を
話
さ
れ
、
長
谷

川
茂
校
長
か
ら
は
、
本
年
か
ら
8
ク

ラ
ス
が
１
ク
ラ
ス
減
り
7
ク
ラ
ス
に
、

25
年
間
続
い
た
「
英
語
科
」
が
本
年

度
か
ら
募
集
停
止
と
な
っ
た
。
普
通

科
の
中
に
「
国
際
理
解
コ
ー
ス
」
を

設
け
る
こ
と
で
、「
理
型
」「
文
型
」「
国

際
理
解
コ
ー
ス
」
の
３
つ
の
中
か
ら

選
択
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
進
学
・

就
職
の
実
績
報
告
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
で
は
大
活
躍
し
、
昨
年
47
年
ぶ
り

に
夏
の
高
校
野
球
大
会
で
ベ
ス
ト
32

以
内
、
本
年
も
同
様
に
４
回
戦
ま
で

登
り
つ
め
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
し

て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
宇
野

典
男
事
務
局
長
か
ら
は
、
13
支
部
の

他
、看
護
系
同
窓
会
の「
つ
た
の
葉
会
」

が
結
成
さ
れ
て
い
て
招
待
さ
れ
た
。

諸
先
輩
が
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
、
今
後
輩
に
伝
え
て
い
る
と
報
告

が
あ
っ
た
。

　

総
会
で
は
、
工
藤
博
孝
議
長
の
も

と
に
、
支
部
の
活
動
報
告
並
び
に
新

年
度
事
業
計
画
の
報
告
等
が
承
認
さ

れ
、
会
長
に
は
工
藤
博
孝
氏
（
高
11
）

が
再
任
、副
会
長
に
宮
田
省
一
氏
（
高

13
）、
伊
橋
宏
氏
（
高
14
）、
事
務
局

に
金
杉
理
氏
（
高
17
）
会
計
に
小
山

健
氏
（
高
10
）、
会
計
監
査
に
島
田
啓

蔵
氏
（
高
15
）
が
再
任
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、「
大
原
幽
学
か
ら
学

ぶ
地
域
力
ア
ッ
プ
と
幽
学
の
教
え
」

と
題
し
、
菅
谷
廉
之
助
氏
（
高
7
）

の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

大
原
幽
学
は
寛
政
9（
１
７
９
７
）

年
3
月
17
日
尾
張
藩（
名
古
屋
）の
重

臣
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、18
歳
の
と

き
旅
に
出
た
。こ
の
旅
を
通
し
て
学
問

及
び
農
業
経
営
の
知
識
を
身
に
つ
け

支部の話題
同窓会の各支部は、各地区で特色のある活動を行って
います。支部総会の場合は、出席依頼を受けて、会長
を始め校長、事務局長などが参加しています。
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た
。当
時
、
農
村
は
貧
困
に
苦
し
み
、

人
々
の
心
は
荒
れ
て
い
て
、「
世
に
道

を
ほ
ど
こ
す
」こ
と
を
決
意
し
た
幽

学
、幽
学
の
講
話
を
聞
き
に
き
て
い
た

長
部
村（
現
旭
市
）の
名
主「
遠
藤
伊
兵

衛
」の
招
き
で
、
長
部
村
に
落
ち
着
く

こ
と
に
な
っ
た
。耕
地
整
理
と
い
っ

た
大
事
業
や
天
保
９（
１
８
３
８
）年

に
世
界
初
の
農
業
協
同
組
合
で
あ
る

「
先
祖
株
組
合（
せ
ん
ぞ
か
ぶ
く
み
あ

い
）」（
身
分
相
応
に
金
銭
と
穀
物
を
拠

出
し
、
管
理
。飢
饉
の
際
に
貸
与
あ
る

い
は
供
与
す
る
、平
時
に
は
貸
付
で
利

殖
を
図
っ
て
い
た
）の
結
成
な
ど
を

実
現
さ
せ
、
農
業
技
術
の
指
導
、
耕
地

整
理
、
質
素
倹
約
の
奨
励
、
博
打
の
禁

止
、ま
た
子
供
の
教
育
・
し
つ
け
の
た

め
に
換
え
子
制
度（
６
歳
～
14
歳
く
ら

い
ま
で
の
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
を
、１

～
２
年
位
ず
つ
実
の
子
と
他
人
の
子

を
換
え
て
育
て
る
と
い
う
も
の
）の
奨

励
な
ど
、農
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
を

指
導
し
た
。農
民
が
協
力
し
あ
っ
て
自

活
で
き
る
よ
う
成
果
を
あ
げ
た
が
、村

を
越
え
た
農
民
の
行
き
来
を
怪
し
ま

れ
勘
定
奉
行
に
取
り
調
べ
ら
れ
、疲
労

か
ら
安
政
5（
１
８
５
８
）年
３
月
８

日
割
腹
し
は
て
た
。無
念
で
あ
っ
た
と

想
像
で
き
る
。享
年
62
歳
。

　

続
い
て
永
井
義
行
氏
（
高
６
）
の

絶
妙
な
司
会
の
も
と
に
、
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
出
席
者
全
員
の

近
況
報
告
な
ど
に
話
も
弾
み
、
齊
藤

元
久
前
会
長
（
高
24
）
か
ら
は
、
昨

年
都
合
で
出
席
で
き
な
か
っ
た
が
、

本
日
こ
う
し
て
皆
さ
ま
に
お
会
い
で

き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
と
話
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
今
回
は
遠
路
は
る

ば
る
女
性
の
参
加
者
も
多
く
見
ら
れ

華
や
か
な
う
ち
に
、久
古
榮
二
氏
（
高

５
）、
鎌
数
村
（
現
旭
市
）
の
初
代
名

主
は
「
金
谷
小
兵
衛
」、
落
花
生
栽
培

を
普
及
さ
せ
た
「
金
谷
総
蔵
」、
そ
の

末
裔
が
金
谷
貞
夫
氏
（
高
６
）、
宮
崎

晴
可
氏
（
高
15
）
等
も
話
さ
れ
、
最

後
に
石
田
實
氏
（
高
２
）
は
、
腹
の

底
か
ら
大
き
な
声
が
出
せ
る
の
は
健

康
の
秘
訣
と
、
詩
吟
と
民
謡
を
披
露

さ
れ
た
。

　

懇
親
会
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
和

や
か
な
う
ち
に
終
了
し
た
。

京
葉
支
部

　

京
葉
支
部
総
会
は
5
月
20
日
（
土
）

千
葉
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に
て

開
催
さ
れ
、
62
名
の
参
加
を
得
て
盛

大
に
行
わ
れ
た
。
先
ず
、
長
年
に
わ

た
り
当
支
部
会
長
と
し
て
会
の
発
展

に
ご
尽
力
さ
れ
、
5
月
15
日
に
急
逝

さ
れ
た
土
岐
四
郎
前
会
長
（
高
11
）

の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
全
員
で
黙
祷
を

捧
げ
た
。

　

次
い
で
、
石
井
稔
会
長
（
高
18
）

の
挨
拶
に
続
き
、
ご
来
賓

の
母
校
の
長
谷
川
茂
校

長
、
齊
藤
元
久
同
窓
会
長

（
高
24
）
か
ら
ご
挨
拶
を

頂
い
た
。
そ
の
後
、
前
年

度
の
事
業
報
告
と
会
計
報

告
、
今
年
度
の
事
業
計
画

と
予
算
案
件
等
が
審
議
さ

れ
、
全
て
の
議
案
が
全
会

一
致
で
了
承
さ
れ
た
。
な

お
、
新
役
員
と
し
て
、
副
会
長
に
石

橋
由
紀
雄
氏
（
高
22
）、
幹
事
長
に
山

崎
文
彦
氏
（
高
25
）、
事
務
局
長
に
鎌

形
豊
氏
（
同
）、
会
計
に
大
川
悦
子
氏

（
同
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　

講
演
会
は
、
千
葉
県
道
路
公
社
の

金
谷
隆
司
理
事
長
（
高
25
）
か
ら
、

「
県
内
の
有
料
道
路
事
情
」
と
い
う
演

題
で
ご
講
演
頂
い
た
。
道
路
地
図
な

ど
多
数
の
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
、
圏
央

道
を
は
じ
め
現
在
建
設
中
の
県
内
有

料
道
路
の
進
捗
状
況
や
有
料
道
路
制

度
の
仕
組
み
、
首
都
圏
の
新
た
な
高

速
道
路
料
金
体
系
な
ど
の
内
容
に
出

席
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。
中
で

も
講
師
が
8
年
前
に
担
当
し
た
東
京

湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
料
金
の
大
幅
な
引

き
下
げ
の
経
緯
な
ど
、
事
業
担
当
者

な
ら
で
は
の
貴
重
な
裏
話
も
あ
り
、

興
味
深
い
話
で
あ
っ
た
。

　

懇
親
会
に
お
い
て
は
、
宇
野
裕
千

葉
県
議
会
議
長
（
高
28
）
か
ら
ご
挨

拶
を
頂
き
、
つ
い
で
、
瑞
宝
中
綬
章

を
受
賞
さ
れ
た
秋
山
衛
氏（
高
8
）と
、

喜
寿
を
迎
え
た
石
井
稔
会
長
、
布
施

貴
良
千
葉
市
議
会
議
員
へ
の
花
束
贈

呈
が
行
わ
れ
た
。最
後
に
恒
例
と
な
っ

て
い
る
匝
瑳
中
学
と
匝
瑳
高
校
の
校

歌
を
合
唱
し
、
散
会
と
な
っ
た
。

　

総
会
以
外
の
支
部
の
活
動
と
し
て

は
、京
葉
支
部
ゴ
ル
フ
大
会
が
9
月
26

日（
火
）久
能
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

行
わ
れ
、98
名
の
多
数
の
参
加
者
が
爽

快
な
秋
空
の
下
で
腕
を
競
っ
た
。優
勝

は
嶋
田
新
治
氏（
高
5
）で
、グ
ロ
ス
86

（
ネ
ッ
ト
70
・
4
）、準
優
勝
は
深
山
和

夫
氏（
高
7
）で
同
99（
71
・
4
）で
あ
っ

た
。ま
た
、
桑
田
隆
氏（
高
5
）が
グ
ロ

ス
77
で
エ
イ
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
行
っ

た
。な
お
こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
に
は
た
く

さ
ん
の
方
々
か
ら
賞
品
を
ご
提
供
頂

き
、大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

日
帰
り
バ
ス
旅
行
は
、
11
月
25
日

（
土
）
に
実
施
予
定
で
あ
る
。
13
回
目

の
今
回
は
東
総
地
区
の
文
化
を
巡
る

旅
と
し
て
、
フ
ル
ヤ
乳
業
・
大
原
幽

学
記
念
館
・
伊
能
忠
敬
記
念
館
・
東

薫
酒
造
を
見
学
す
る
予
定
で
あ
る
。

�

鎌
形
豊
（
高
25
）

干
潟
支
部

　

干
潟
支
部
で
は
年
１
回
、
毎
年
８

月
第
３
週
に
総
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
林
同
窓
会
長
、
宇
野
事

務
局
長
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
総
勢

19
名
で
総
会
を
行
っ
た
。

　

総
会
で
は
役
員
の
改
選
な
ど
の
議

事
を
行
っ
た
ほ
か
、
参
加
者
が
持
参

し
た
約
20
年
前
に
匝
瑳
高
校
吹
奏
楽

部
が
録
音
し
た
原
曲
の
キ
ー
で
の
校

歌
（
現
在
の
校
歌
は
歌
い
や
す
い
よ

う
に
キ
ー
変
更
さ
れ
て
い
る
）
が
流

さ
れ
、
当
時
を
懐
か
し
む
こ
と
が
で

き
た
。横

匝
会

会
長
に
森
川
忠
氏
（
高
25
）

　
　

新
３
役
を
選
任　

横
匝
会

　
〝
年
に
一
度
校
歌
を
歌
い
ま
し
ょ

う
〟
を
合
言
葉
と
す
る
「
横
匝
会
」

の
総
会
が
6
月
17
日
開
催
さ
れ
た
。

　

若
さ
が
売
り
物
の
横
匝
会
、
佐
藤

晴
彦
町
長
を
来
賓
に
迎
え
、
今
年
も

高
２
回
か
ら
40
回
生
ま
で
、
幅
広
い

世
代
が
参
加
、
本
部
へ
の
会
長
選
出

に
伴
い
、
役
員
の
大
幅
な
入
れ
替
え

を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、
恒
例
の
横
芝
中
学
校
か

ら
匝
瑳
高
校
に
進
学
さ
れ
た
生
徒
へ

の
図
書
券
贈
呈
が
行
わ
れ
た
が
、
今

年
は
昨
年
度
に
比
べ
、
９
名
減
の
７

名
と
な
り
驚
か
さ
れ
た
。
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期　日 事業内容
28.７.�３ 四街道支部
28.７.�９ 匝陵会豊和支部
28.７.�10 匝陵会匝瑳支部
28.８.�20 干潟支部
28.８.�21 野栄支部
28.８.�27 旭匝会
28.９.�11 光支部
28.９.�25 匝陵会吉田支部
29.４.�８ 匝東会
29.５.�20 京葉支部
29.５.�20 飯匝会
29.６.�７ 匝陵会総会
29.６.�17 横匝会

期　日 事業内容
29.７.�８ 匝陵会豊和支部
29.７.�９ 匝陵会匝瑳支部
29.７.�17 四街道支部
29.８.�19 干潟支部
29.８.�20 野栄支部
29.８.�26 旭匝会
29.９.�10 光支部
29.９.�23 匝陵会吉田支部
30.４.� 匝東会
30.５.� 京葉支部
30.５.� 飯匝会
30.６.� 匝陵会総会
30.６.� 横匝会

多古支部
海上支部
銚匝会
匝陵会豊栄支部

平成28年度　報告

平成29年度　計画

支 部 事 業

　

な
お
、横
匝
会
で
は
、「
町
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
よ
こ
ぴ
ー
』デ

ザ
イ
ン
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
」の
製
作
に

伴
い
、匝
中
・
匝
高
ゴ
ル
フ
大
会
へ
10

ダ
ー
ス
の
賞
品
提
供
を
行
っ
た
。

飯
匝
会

支
部
総
会
お
よ
び
支
部
の
活
動

　

飯
匝
会
総
会
は
、
５
月
20
日
（
土
）

に
「
幸
喜
」
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
14
名
、
来
賓
と
し
て
事

務
局
長
の
宇
野
典
男
氏
（
高
30
）
の

ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
。
平
成
28
年

度
の
活
動
は

①�

新
入
生
12
名
及
び
卒
業
生
11
名
に

記
念
品
を
贈
呈

②�

蔦
陵
祭
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
へ
の
協
力

と
し
て
会
員
35
名
か
ら
２
０
４
点

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

旭
匝
会�

　

８
月
20
日
（
日
）
旭
匝
会
の
総
会

が
、
市
内
ビ
ア
ス
タ
ン
ド
昇
月
に
て

開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
会
場
も
変

わ
り
、新
会
長
に
は
実
川
俊
一
氏
（
高

21
）
が
選
出
さ
れ
、
副
会
長
も
新
た

な
4
名
と
な
り
、
新
体
制
で
の
船
出

と
な
っ
た
。

　

議
事
終
了
後
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
現

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
研

究
支
援
戦
略
推
進
部
長
の
小
林
富
雄

氏
（
高
20
）
の
ミ
ニ
講
演
会
が
あ
り
、

趣
味
の
話
題
か
ら
最
近
の
物
理
学
の

課
題
ま
で
、
幅
広
い
お
話
を
聴
く
こ

と
が
で
き
た
。（
以
下
、講
演
の
概
要
）

　

こ
の
宇
宙
は
、
1
3
8
億
年
前
に

ビ
ッ
グ
バ
ン
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
宇

宙
膨
張
と
と
も
に
星
や
銀
河
が
作
ら

れ
、
生
命
の
誕
生
に
ま
で
至
っ
た
こ

と
が
分
か
っ
て
き
て
い
る
。
私
は
、

そ
の
宇
宙
ご
く
初
期
の
状
態
を
加
速

器
と
い
う
装
置
で
人
工
的
に
作
り
出

し
、
宇
宙
に
存
在
す
る
物
質
の
究
極

的
構
造
を
探
る
素
粒
子
物
理
の
研
究

を
行
っ
て
き
た
。2
0
1
2
年
に
は
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
C
E
R
N
と
い
う
研

究
所
で
作
っ
た
L
H
C
と
い
う
加
速

器
で
、
物
質
の
重
さ
の
起
源
と
な
る

ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
が
発
見
さ
れ
た
。
こ

れ
か
ら
更
に
、
L
H
C
や
、
日
本
で

計
画
中
の
線
形
加
速
器
I
L
C
で
、

宇
宙
の
時
空
構
造
の
研
究
が
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

私
は
、
中
学
・
高
校
の
頃
か
ら
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
で
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を

や
っ
て
き
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研

究
者
仲
間
と
音
楽
を
通
じ
て
の
交
流

も
行
っ
て
き
た
。
匝
高
同
期
の
大
川

勝
美
さ
ん
の
紹
介
で
、
2
年
前
に
匝

瑳
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
素
粒

子
・
宇
宙
と
数
学
と
音
楽
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
会
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
演
奏

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
数
学
の
川

内
（
飯
島
）
恵
美
子
先
生
に
も
お
話

い
た
だ
き
、
匝
高
の
生
徒
さ
ん
達
も

大
勢
来
ら
れ
、
大
変
盛
況
で
、
有
意

義
な
会
で
あ
っ
た
。

匝
陵
会�

　

匝
陵
会
は
旧
八
日
市
場
市
の
匝
瑳

高
校
同
窓
会
組
織
で
あ
る
。
十
の
支

部
が
存
在
す
る
。
活
動
は
各
支
部
が

懇
親
と
会
員
勧
誘
、
そ
の
他
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
匝
陵
会
と
し
て
は
、

５
月
11
日
に
代
表
幹
事
会
を
港
屋
で
、

総
会
を
６
月
７
日
に
吾
妻
庵
で
開
催

し
た
。
佐
藤
修
一
先
輩
か
ら
会
長
を

引
き
継
ぎ
、
桑
田
克
己
さ
ん
に
バ
ト

ン
を
渡
す
だ
け
の
一
年
で
あ
っ
た
。

匝
陵
会
の
運
営
は
、新
井
良
一
さ
ん
、

渡
邉
順
一
さ
ん
、
山
中
浩
一
さ
ん
に

全
て
や
っ
て
い
た
だ
い
た
。

�

勝
股
完
治
（
高
24
）

匝
陵
会　

支
部
役
員
一
覧

中
央
支
部

山
中
　
浩
一
（
25
）

豊
栄
支
部

江
波
戸
達
夫
（
12
）

平
和
支
部

八
木
佐
久
司
（
11
）

椿
海
支
部

林
　
　
眞
示
（
11
）

吉
田
支
部

立
川
　
則
夫
（
26
）

飯
高
支
部

秋
山
　
清
壽
（
14
）

匝
瑳
支
部

椎
名
　
　
勤
（
19
）

須
賀
支
部

大
関
　
　
明
（
22
）

豊
和
支
部

桑
田
　
克
己
（
25
）

共
興
支
部

佐
藤
　
修
一
（
23
）

右
か
ら
　
高
宮
事
務
局
長
代
理

森
川
会
長
　
　
　
　

渡
邉
事
務
局
長
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＊
つ
た
の
葉
会

　

Ｈ
29
年
10
月
９
日
（
月
・
祝
）
に
11

回
目
の
「
つ
た
の
葉
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
昨
年
は
９
月
下
旬
で
し
た
が
、

今
年
は
10
月
の
日
程
に
な
り
、
常
連
の

顔
が
何
人
か
見
え
な
か
っ
た
の
が
残
念

で
し
た
。
高
等
学
校
側
か
ら
は
高
岡
和

子
先
生
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
12
回
生
か
ら
44
回
生
迄
、
幅
広
い

年
齢
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
現
役
の
方
は
勿
論
、
定
年
後
に
現

職
に
関
連
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

社
会
に
貢
献
さ
れ
て
い
た
り
、
次
の
職

業
人
生
を
再
び
歩
ん
で
い
た
り
す
る
方

の
話
に
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
て

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
が
進
み
、
病
院
で
も
地

域
で
も
、
医
療
や
福
祉
の
需
要
が
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
の
に
、
少
子
化
も

あ
っ
て
携

わ
る
人
員

不
足
が
問

題
に
な
っ

て
い
ま

す
。
後
期

高
齢
者
の

人
も
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
理
事

長
と
し
て

仕
事
し
て

い
ま
し

た
。
記
憶
力
が
衰
え
て
と
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、
地
域
で
の
顔
が
広
い
利
点
を

大
い
に
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

体
調
に
問
題
な
く
、
時
間
の
折
り
合

い
を
つ
け
て
働
け
れ
ば
、
健
康
維
持
と

生
き
が
い
に
も
繋
が
っ
て
、
自
分
達
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
役
立
つ
と
思
い
ま
し
た
。

�

渡
邉
千
恵
子
（
高
18
）

＊
体
育
部

１
３
２
名
が
参
加

　
　
　

同
窓
会
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会

　

50
歳
以
上
の
匝
瑳
中
、
匝
瑳
高
校
同

窓
生
１
３
２
名
が
集
う
「
第
17
回
シ
ニ

ア
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、
10
月
18
日　

富

里
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
幹
事
は
25
回
生
。
16
名
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
10
名
の
大
会
運
営
役
員
を

配
置
し
て
、
同
窓
生
の
皆
様
を
お
も
て

な
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、

２
回
生
の
江
畑
魁
さ
ん
、
押
尾
鼎
さ
ん
、

５
回
生
の
嶋
田
新
治
さ
ん
、
桑
田
隆
さ

ん
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
は
、
私

た
ち
の
元
気
の
源
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
例
年
、
賞
品
の
協
賛
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
日
下
英
義
競
技
委
員

長
（
12
回
）、
土
川
峰
仙
さ
ん
（
12
回
）

に
加
え
、
横
芝
地
区
同
窓
会
（
横
匝
会
）

か
ら
、
本
部
支
援
事
業
と
し
て
、
横
芝

光
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
特
製

デ
ザ
イ
ン
「
よ
こ
ぴ
ー
記
念
ボ
ー
ル
」

10
ダ
ー
ス
及
び
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
賞
品

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
成
績
は
後
記
の
と
お
り

で
、匝
瑳
市
長　

太
田
安
規
様
（
14
回
）、

県
議
会
議
員　

宇
野
裕
様
（
28
回
）
の

ご
臨
席
を
い
た
だ
き
表
彰
式
を
華
や
か

に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
５
月
中
旬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
３
か
月
前
に
は
、
各
卒
業
回
幹

事
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
多

く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
。

【
第
17
回
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会��

成
績
】

◎
ネ
ッ
ト
の
部

　

優　

勝　
　

仲
村　

吉
栄
（
高
25
）

　

準
優
勝　
　

伊
藤　

敬
典
（
高
20
）

　

第
３
位　
　

萩
原　

則
之
（
高
26
）

◎
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
の
部

　

総　

合　
　

仲
村　

吉
栄
（
高
25
）

　

シ
ニ
ア　
　

鈴
木　

善
材
（
高
12
）

　

女　

性　
　

角
田
奈
緒
子
（
高
27
）左：75のスコアで優勝した

仲村吉栄さん（25回）

�
体
育
部
長　

佐
久
間
邦
彦
（
高
25
）

＊
文
化
部

　

こ
こ
何
年
か
、
文
化
部
の
活
動
の
一

つ
と
し
て
、
同
窓
会
総
会
の
日
、
西
城

館
１
階
で
、
お
茶
を
一
服
お
出
し
し
て

い
ま
す
。

　

茶
道
と
申
し
ま
す
と
、
作
法
と
か
い

ろ
い
ろ
難
し
く
考
え
、
苦
手
意
識
の
あ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
一
服

の
お
茶
で
、
亭
主
と
客
、
Ｏ
Ｂ
在
校
生

と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　
「
喫き

っ

茶さ

去こ

」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
お
い
し
い
お
茶
を
一
服
だ
す
、
と

い
う
意
味
の
禅
語
で
す
。「
茶
を
飲
む
」

と
申
し
ま
し
て
も
、
そ
こ
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
や
り
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
あ
る
茶
席
で
、
石
膏
室
の
部
屋

を
真
綿
で
設
え
、
正
面
に
観
音
様
・
ダ

ビ
デ
の
像
・
馬
に
乗
っ
た
ロ
ー
マ
の
将

軍
等
々
が
雲
の
中
に
浮
か
ん
で
い
る
よ

う
に
作
り
、
そ
の
中
で
お
茶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
菓
子
の
銘
は
、「
雲
が

く
れ
」
で
し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
何

か
な
？
と
思
い
つ
つ
、
こ
う
い
う
楽
し

み
方
も
あ
り
だ
な
！
と
感
じ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
総
会
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
茶

道
部
の
生
徒
た
ち
も
、
い
つ
も
の
部
活

の
稽
古
の
成
果
を
だ
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
総
会
前
に
、
ホ
ッ
と
す
る
一
刻

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
折
、
同
じ
部
屋
で
、「
絵
画
」

「
お
花
」「
写
真
」「
書
道
」「
彫
刻
」
な

ど
の
O
B
の
作
品
を
展
示
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
躍
を
見
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
総
会
の
前
に
、
ち
ょ
っ
と
覗
い
て

く
だ
さ
い
ま
せ
。

�
文
化
部
長　

飯
島　

美
恵
（
高
17
）

＊
ご
寄
付
　

　

私
共
、
最
後
の
匝
中
入
学
そ
し
て
新

制
高
四
回
卒
の
同
期
会
は
、
昭
和
59
年

翌
年
の
匝
高
60
周
年
の
寄
付
集
め
を
契

機
に
作
り
、
33
年
に
亘
り
当
初
は
年
に

1
回
、
そ
の
後
毎
年
同
期
会
を
開
催
し

て
き
た
が
、
も
う
84
才
に
な
る
と
い
う

の
で
平
成
29
年
7
月
1
日
の
同
期
会
を

も
っ
て
解
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

場
所
は
千
葉
市
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の

花
で
、
出
席
者
38
名
の
も
と
、
も
う
二

度
と
会
え
な
い
か
も
な
と
云
い
つ
つ
、

名
残
り
を
惜
し
み
な
が
ら
歓
談
会
食
を

し
た
。

　

議
題
の
中
に
、
同
期
会
の
残
金
56
万

円
に
つ
い
て
、
色
々
意
見
が
あ
っ
た
が
、

同
窓
会
に
全
額
寄
付
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

八
日
市
場
で
幹
事
が
集
ま
り
打
合
せ

た
結
果
、
同
窓
会
に
は
、
こ
の
お
金
を

成
る
べ
く
な
ら
小
生
が
P
T
A
会
長
の

時
に
創
っ
て
貰
っ
た
匝
高
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

そ
の
他
西
城
館
に
あ
る
匝
高
O
B
の
作

品
集
・
芸
術
棟
3
階
に
あ
る
氏
家
先
生

の
遺
作
な
ど
の
芸
術
作
品
の
有
効
な
保

管
と
活
用
（
文
化
祭
・
同
窓
会
な
ど
）

に
使
っ
て
貰
い
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。

�

能
勢　

浩
（
高
４
）

　

匝
高
ギ
ャ
ラ
リ
ー

管
理
棟
4
階
に
あ
り
、
氏
家
次
郎

先
生
・
渡
辺
学
先
輩
・
鎌
形
彬
夫

同
期
生
・
仲
條
正
義
同
期
生
ら
の

貴
重
な
作
品
が
あ
る

集 

い
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今
回
の
参
加
者

　

安
藤　

正
・
石
橋　

清
・
岩
井　

透

　

内
田
裕
雄
・
内
田
良
一
・
大
関　

正

　

角
田
利
夫
・
片
岡　

工
・
向
後　

忠

　

椎
名
素
夫
・
千
本
松
和
徳
・
高
橋
一
男

　

土
屋
敬
徳
・
土
屋　

壽
・
並
木
達
雄

　

根
本　

薫
・
林　

秀
夫
・
萩
原
勇
美

　

宮
島
弘
平
・
大
和
義
則
・
山
本
秀
夫

閉
会
期
限
を
決
め
た

匝
五
会

�

高
５
回　

伊
橋　
　

宏

　

戦
後
間
も
な
い
昭
和
22
年
、
新
学
区

制
が
制
定
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
６
・
３
・

３
・
４
制
で
あ
る
。

　

我
々
、
昭
和
９
年
及
び
10
年
の
早
生

ま
れ
の
人
は
小
学
校
６
年
を
修
了
す
る

と
新
制
中
学
１
期
生
と
な
っ
た
。
従
っ

て
新
制
高
校
も
１
期
生
で
あ
っ
た
。
し

か
し
旧
制
中
学
か
ら
の
先
輩
も
お
り
、

我
々
の
卒
業
は
昭
和
28
年
、
第
５
回
生

と
な
っ
た
。
そ
の
５
回
生
の
同
期
会
を

「
相
互
会
」
に
も
通
じ
る
「
匝
五
会
」
と

称
し
現
在
に
至
る
ま
で
途
切
れ
る
こ
と

な
く
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
実
施
さ
れ

て
き
た
が
、
卒
業
し
て
64
年
、
今
年
は

満
82
歳
、
83
歳
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
継

続
で
き
た
の
は
、開
催
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。そ
の
シ
ス
テ

ム
と
は
地
元
在
住
の
人
達
に
よ
る「
地
元

幹
事
」千
葉
地
区
を
中
心
に
在
住
の
人
達

が「
千
葉
幹
事
」を
、さ
ら
に
東
京
地
区
に

在
住
の
人
達
は「
東
京
幹
事
」と
し
そ
れ

ぞ
れ
の
幹
事
10
人
前
後
の
人
達
が
輪
番

で
当
番
を
務
め
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

開
催
の
日
時
、
場
所
、
や
り
方（
内
容
）に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
企
画
立
案
に

基
づ
き
延
々
と
現
在
に
至
る
も
、年
々
鬼

籍
に
入
ら
れ
る
方
も
多
く
な
り
、今
後
い

つ
ま
で
こ
の
匝
五
会
を
継
続
で
き
る
か

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
齢
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。平
成
27
年
千
葉
幹
事

主
催
の
折
そ
の
こ
と
を
議
題
と
し
て
協

議
し
た
結
果
、85
歳
を
以
て
閉
会
と
す
る

こ
と
が
参
加
者
の
総
意
に
よ
り
決
定
さ

れ
た
。昨
年
平
成
28
年
度
は
東
京
幹
事
が

当
番
と
な
っ
た
が
、会
場
も
一
番
集
ま
り

易
い
、
千
葉
地
区
を
会
場
と
し
て
開
催

し
、今
ま
で
東
京
の
会
場
は
１
泊
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
が
、今
回
は
２
次
会
を
１

泊
と
し
有
志
の
み
15
名（
１
次
会
の
約
半

数
）で
実
施
し
、
国
民
宿
舎
サ
ン
ラ
イ
ズ

に
１
泊
し
て
旧
交
を
あ
た
た
め
た
。平
成

29
年
の
今
年
は
千
葉
地
区
が
当
番
、さ
ら

に
後
２
回
を
以
て
閉
会
と
な
る
が
、私
も

幹
事
の
一
員
と
し
て
で
は
あ
る
が
、永
年

に
わ
た
り
会
の
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
各
地
区
幹
事
の
諸
兄
姉
の
方
々
に

敬
意
を
表
し
、ま
た
ご
出
席
い
た
だ
い
た

会
員
の
皆
さ
ん
に
も
御
礼
申
し
あ
げ
、そ

の
感
謝
を
記
憶
に
と
ど
め
る
べ
く
拙
文

に
ま
と
め
た
次
第
で
あ
る
。

「
匝
友
一
〇
回
・
千
葉
」

�

の
開
催

�

高
10
回　

平
野
登
世
司

　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
二
日
（
木
）

千
葉
市
中
央
区
富
士
見
の
京
葉
銀
行
文

化
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
三
回
目
の
「
匝

友
一
〇
回
・
千
葉
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
学
年
同
窓
会
の
際
に
Ｄ

組
の
平
山
和
男
君
高
橋
俊
雄
君
等
が
中

心
に
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
も
の
で
、
匝

瑳
高
校
第
一
〇
回
卒
業
生
で
千
葉
市
、

四
街
道
市
、
船
橋
市
、
八
千
代
市
、
習

志
野
市
に
居
住
す
る
者
の
ミ
ニ
同
窓
会

で
あ
る
。
学
年
同
窓
会
に
出
席
さ
れ
た

こ
と
の
あ
る
三
八
名
に
ご
案
内
を
発
送

し
た
と
こ
ろ
、
半
分
の
一
九
名
か
ら
出

席
の
回
答
を
得
た
が
、
高
齢
の
た
め
か

直
前
に
な
り
怪
我
や
体
調
不
良
で
四
名

が
欠
席
と
な
り
、一
五
名
が
出
席
し
た
。

　

司
会
高
橋
俊
雄
君
で
開
始
、
幹
事
平

野
登
世
司
の
挨
拶
、
乾
杯
平
山
和
男
君

の
音
頭
で
開
宴
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
し

て
各
自
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
る
と
、

和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
、
匝
高
時
代

の
こ
と
、
現
役
時
代
の
こ
と
、
子
育
て

の
こ
と
、
現
役
を
退
い
て
か
ら
の
自
由

な
こ
と
等
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
よ
う
と
し
た
時
に
、

司
会
者
か
ら
「
こ
ん
な
に
盛
り
上
が
っ

た
の
で
来
年
以
降
は
ど
う
し
ま
す
か
」

と
提
案
が
あ
り
、
皆
さ
ん
で
話
し
合
わ

れ
た
結
果
、
高
齢
化
し
て
の
楽
し
み
な

の
で
参
加
で
き
る
者
で
引
続
き
や
り
ま

し
ょ
う
よ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
再
会

を
楽
し
み
に
散
会
し
た
。

匝
瑳
21
・
１
同
期
会

�

高
１
回　

大
関　
　

正

　

匝
瑳
中
学
校
21
回
（
昭
和
23
年
3
月

卒
）・
匝
瑳
高
校
１
回
（
昭
和
24
年
3
月

卒
）
の
同
期
会
を
、
平
成
29
年
5
月
28

日
（
日
）
に
旭
市
ホ
テ
ル
サ
ン
モ
ー
ル

を
会
場
に
開
催
し
た
。

　

今
年
は
数
え
の
88
歳「
米
寿
」で
、25
回

目
の
同
期
会
と
い
う
節
目
に
当
た
り
、絶

好
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
開
催
と
な
っ
た
。

　

出
席
者
は
昨
年
よ
り
も
2
人
増
え
て

21
人
と
な
る
。
物
故
者
は
累
計
１
０
８

人
に
な
り
、
生
存
者
は
73
人
、
居
所
不

明
が
18
人
で
あ
る
。
昨
年
ま
で
参
加
の

常
連
だ
っ
た
飯
島
崇
智
さ
ん
が
４
月
23

日
に
、
及
川
一
好
さ
ん
が
１
月
18
日
に

鬼
籍
に
入
ら
れ
た
。
一
方
、
10
年
ぶ
り

に
土
屋
敬
徳
さ
ん
、
６
年
ぶ
り
に
内
田

良
一
さ
ん
が
参
加
さ
れ
て
常
連
か
ら
拍

手
で
迎
え
ら
れ
た
。

　

予
定
よ
り
や
や
遅
れ
た
が
、全
員
揃
っ

た
所
で
記
念
撮
影
、
石
橋
清
さ
ん
の
司

会
・
進
行
、岩
井
透
さ
ん
の
開
会
の
言
葉
、

代
表
幹
事
挨
拶
、物
故
者
の
冥
福
を
祈
っ

て
黙
禱
、
出
席
者
の
自
己
紹
介
と
近
況

報
告
の
後
、
土
屋
敬
徳
さ
ん
の
乾
杯
の

音
頭
で
宴
会
に
入
る
。

　

21
人
中
17
人
は
昨
年
と
同
じ
顔
ぶ
れ

だ
が
、
86
歳
～
87
歳
の
１
年
間
は
、
健

康
に
も
生
活
環
境
に
も
様
々
な
変
化
を

も
た
ら
し
て
い
る
し
、
久
し
ぶ
り
の
仲

間
も
加
わ
っ
た
の
で
、
話
題
の
尽
き
る

こ
と
は
な
い
。

　

カ
ラ
オ
ケ
も
、
宮
島
弘
平
さ
ん
・
山

本
秀
夫
さ
ん
・
萩
原
勇
美
さ
ん
・
内
田

良
一
さ
ん
等
が
自
慢
の
喉
を
披
露
し
て

盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。

　

21
人
の
参
加
者
の
殆
ど
全
員
が
健
康

や
生
活
環
境
に
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
の
に
、
毎
回
参
加
し
て
く
れ
る

気
力
と
、
支
え
て
く
れ
る
家
族
や
回
り

の
人
々
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

老
々
介
護
や
独
居
が
多
く
な
っ
た
。

　
〝
来
年
ま
で
頑
張
ろ
う
!!
〟
と
言
葉
を

交
わ
し
て
午
後
6
時
解
散
す
る
。

　

次
回
は
、
平
成
30
年
5
月
27
日
（
日
）

匝
瑳
地
区
の
当
番
、
梅
田
家
で
開
催
の

予
定
で
あ
る
。

　

平
成
30
年
は
「
平
成
」
の
最
後
だ
。

出
来
れ
ば
次
の
年
号
に
踏
み
込
み
た
い

の
で
あ
る
。
欲
を
言
え
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ま
で
…
。

　

先
ず
は
来
年
の
再
会
を
目
標
に
し
て

今
回
の
報
告
と
す
る
。

「匝友10回・千葉」2017年６月22日（木）於：京葉銀行文化プラザ

同
期
の
話
題

　

今
年
も
同
期
が
集
う
同
窓
生
た
ち
の
情
報
が
「
同
窓
さ
ふ
さ
」
編
集
委
員

会
へ
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
号
で
は「
匝
瑳
21
・
1
同
期
会
」、「
匝
五
会
」、「
匝

友
一
〇
回
・
千
葉
」、「
高
12
月
弐
会
」、「
無
線
部
Ｏ
Ｂ
会
」、「
芝
山
町
よ
り
」

の
寄
稿
を
紹
介
し
ま
す
。

　

さ
ふ
さ
原
稿
は
13
文
字
32
行
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
同
窓
生
皆
さ
ん
の
お

便
り
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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ゴ
ル
フ
好
き
の
12
回
生
、

�

３
０
０
回
を
祝
う

�

高
12
回　

磯
村　

武
彦

　

私
達
12
回
生
の
有
志
は
リ
タ
イ
ア
を

機
に『
月
弐
会
』と
称
す
る
ゴ
ル
フ
同
好

会
を
立
ち
上
げ
た
。15
年
前
の
こ
と
で
あ

る
。以
来
、
30
余
名
の
メ
ン
バ
ー
で
月
に

2
度
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
楽
し
ん
で
い

る
。モ
ッ
ト
ー
は『
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な

が
ら
、体
力
を
増
進
す
る
』で
あ
る
。

　

お
陰
さ
ま
で
75
歳
を
超
え
る
現
在
も

至
極
元
気
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い

る
。幸
い
な
こ
と
に
こ
の
9
月
に
３
０
０

回
目
の
例
会
を
迎
え
、茨
城
県
常
陸
大
宮

市
の
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
盛

大
に
こ
れ
を
祝
っ
た
。

　

15
年
間
３
０
０
回
と
聞
く
と
誰
も
が

異
口
同
音
に
驚
く
、『
な
ぜ
そ
ん
な
に
続

く
の
か
？
』と
…
。そ
の
理
由
は
次
の
2

点
に
尽
き
る
。１
．各
人
の
人
格
が
円
満

な
こ
と
。２
．体
調
管
理
を
各
々
が
し
っ

か
り
や
っ
て
い
る
こ
と
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
誰
も
が
無
事
に
こ

の
15
年
間
を
過
ご
し
て
き
た
わ
け
で
は

な
い
。

　

咽
頭
が
ん
を
切
除
し
た
者
、大
腸
が
ん

を
切
っ
た
者
、肺
が
ん
の
芽
を
持
っ
て
い

る
者
、
大
動
脈
瘤
を
切
り
取
っ
た
者
、
高

所
か
ら
落
下
し
て
大
怪
我
を
負
っ
た
者

等
々
、白
内
障
の
手
術
な
ど
は
軽
い
方
で

肺
や
気
管
支
に
持
病
を
抱
え
た
り
、脊
柱

管
狭
窄
症
の
痛
み
を
こ
ら
え
て
い
る
者

な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。さ
り
な
が

ら
メ
ン
バ
ー
は
一
様
に
、故
障
に
ク
ヨ
ク

ヨ
よ
り
も
ス
コ
ア
の
良
し
悪
し
に
一
喜

一
憂
し
た
方
が
は
る
か
に
人
生
が
豊
か

な
の
だ
、と
い
う
考
え
方
の
持
ち
主
ば
か

り
な
の
だ
。

　

そ
ん
な
中
で
大
変
残
念
な
こ
と
は
、

当
会
発
足
当
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
３
人

が
欠
け
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｃ
組
の
Ｔ
・

Ｋ
君
は
腰
椎
故
障
の
悪
化
、
Ｆ
組
の
Ｎ
・

Ｔ
君
は
心
臓
疾
患
の
悪
化
で
そ
れ
ぞ
れ

リ
タ
イ
ア
。
同
じ
Ｆ
組
の
Ｎ
・
Ｅ
君
は

長
く
舌
が
ん
の
後
遺
症
と
戦
い
な
が
ら

プ
レ
ー
を
し
て
い
た
が
、
３
０
０
回
記

念
の
直
前
に
力
尽
き
て
し
ま
っ
た
。
誠

に
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
75
歳
を
す
ぎ
て
も
な
お
、

多
く
の
仲
間
と
ゴ
ル
フ
を
楽
し
め
て
い

る
こ
と
を
家
族
や
天
の
思
し
召
し
に
心

か
ら
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
か
ら
先
何
年
続
け
ら
れ
る
か
が
最
大

の
関
心
事
だ
が
、
ま
ず
は
４
０
０
回
ま

で
続
け
た
い
と
い
う
の
が
私
達
一
同
並

べ
て
の
願
い
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、後
期
高
齢
者
が
故
障
を
抱

え
つ
つ
も『
心
を
元
気
に
し
て
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
い
る
』と
い
う
こ
と
を
お
伝
え

で
き
る
の
は
、大
変
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に
、
母
校
匝
瑳
と
同
窓
会
の

限
り
な
い
発
展
、
先
輩
諸
姉
諸
兄
、
ご
同

芝
山
町
役
場
匝
瑳
高
校
会

　

内
田
裕
雄
さ
ん
の
米
寿
を
祝
う
会
を
開
催

芝山町役場匝瑳高校会　内山裕雄さんの米寿を祝う会
平成29年６月16日

　

平
成
二
十
九
年
六
月
十
六
日
、
多
古

町
釜
屋
支
店
で
芝
山
町
役
場
匝
瑳
高
校

会
と
芝
山
町
長
、
議
会
議
長
と
し
て
成

田
空
港
の
位
置
決
定
の
時
代
か
ら
町
と

空
港
の
共
生
に
ご
尽
力
頂
い
た
、
内
田

さ
ん
の
米
寿
を
祝
う
会
を
同
窓
生
一
同

で
開
催
し
た
。

　

当
会
は
、
平
成
五
年
に
内
田
さ
ん
が

芝
山
町
長
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
を
機
に

在
職
し
て
い
た
八
名
の
同
窓
生
の
会
と

し
て
始
ま
り
、
匝
高
卒
業
生
が
役
場
に

就
職
し
た
際
に
開
催
し
て
い
る
。

　

私
が
、就
職
し
た
昭
和
五
十
三
年
は
、

成
田
空
港
が
開
港
し
た
年
で
、
匝
高
卒

業
生
は
既
に
退
職
さ
れ
て
い
る
女
性
三

名
で
あ
っ
た
。
現
在
は
、
現
職
職
員
が

十
五
名
（
三
十
回
生
か
ら
六
十
五
回
生
）

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が
五
名
で
賑
や
か
な
会
を

開
催
し
、
在
校
時
の
話
題
を
年
代
を
越

え
た
語
ら
い
で
楽
し
ん
で
い
る
。

　

最
後
に
な
る
が
、
在
校
生
の
今
後
の

ご
活
躍
と
母
校
（
匝
中
）
を
こ
よ
な
く

愛
す
る
内
田
さ
ん
の
ご
健
勝
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
報
告
と
す
る
。

輩
、後
輩
諸
君
の
ご
健
康
を
心
よ
り
祈
念

す
る
。

第
12
回
匝
高
無
線
部

�

Ｏ
Ｂ
会�

開
催

高
１
回　

大
関　
　

正

　

10
月
15
日
（
日
）
12
時
30
分
、
旭
の

ホ
テ
ル
・
サ
ン
モ
ー
ル
を
会
場
に
12
回

目
の
匝
高
無
線
部
Ｏ
Ｂ
会
を
開
催
す
る
。

　

気
温
が
低
く
し
か
も
雨
と
あ
っ
て
老

人
の
集
ま
り
に
は
厳
し
い
日
で
あ
っ
た
。

　

38
名
に
案
内
を
出
し
、
参
加
者
17
名

（
44
・
7
％
）
前
日
に
２
名
の
キ
ャ
ン
セ

ル
が
あ
り
50
％
に
届
か
な
か
っ
た
。

　

喜
寿
～
米
寿
の
後
期
高
齢
者
の
集
ま

り
と
あ
っ
て
、
杖
の
使
用
者
や
介
添
え

を
兼
ね
た
夫
人
同
伴
も
あ
っ
た
が
、
元

気
に
１
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
挨
拶
を

交
わ
す
。

　

昨
年
と
同
じ
顔
が
16
名
で
、
４
年
ぶ

り
に
片
岡
輝
夫
さ
ん
（
高
５
）

が
加
わ
っ
た
。
遠
く
京
都
と

愛
知
か
ら
の
２
名
も
昨
年
に

続
い
て
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。

　

記
念
撮
影
、
幹
事
挨
拶
の

あ
と
会
員
最
年
少
で
最
遠
方

の
林
邦
夫
さ
ん
（
高
11
）
の

音
頭
で
乾
杯
し
宴
会
に
入
る
。

　

一
通
り
ご
近
所
と
の
会
話
が

済
ん
だ
と
こ
ろ
で
自
己
紹
介

を
兼
ね
た
近
況
報
告
と
な
る
。

　

昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
30

年
代
前
半
の
卒
業
と
あ
っ
て
、

そ
の
後
の
60
余
年
は
山
あ
り

谷
あ
り
の
人
生
で
、
そ
の
足

跡
は
ど
れ
も
長
編
小
説
の
ネ

タ
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
毎
年
の
事
だ

が
初
め
て
聞
く
内
容
も
あ
り
耳
を
傾
け

る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
あ
の
薄
暗
い
階
段
下

の
部
室
が
こ
の
不
思
議
な
絆
を
作
っ
て

い
る
根
源
な
の
だ
ろ
う
か
？
我
々
の
青

春
の
原
点
か
…
？

　

70
年
前
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
昔
話

に
話
が
盛
り
上
が
る
。

　

午
後
３
時
、
司
会
・
進
行
の
菅
谷
稔

さ
ん
の
中
締
め
で
、
約
束
で
き
な
い
再

会
を
期
待
し
な
が
ら
解
散
す
る
。

第12回・匝高無線部ＯＢ会　2017.10.15　旭市ホテルサンモール
平山宗雄

（高７）
加瀬　進

（高８）
渋谷弘美

（高８）
米本雅男

（高10）
大木喜好

（高４）
大関正己

（高２）
片岡輝夫

（高５）
林　邦夫

（高11）
小林茂俊

（高８）
菅谷　稔

（高10）
伊藤幸次

（高４）
大関　正

（高１）
林　秀夫

（中21）
片岡　工

（中21）
岩崎一好

（高２）
鈴木茂陽

（高３）
松沢　稔

（高２）

高
30
回　

川
口　

房
男
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熱
田
、
阿
曽
、
石
毛
（
ハ
イ
、

は
い
、
ハ
イ
）
…
…
。

　

木
村
、
長
嶋
、
山
中
？
？
？
？
。

奴
ら
ま
た
遅
刻
か
…
…
。

　

蔦
の
絡
ま
る
最
後
の
学
び
舎
に

集
う
２
年
Ｄ
組
～
３
年
Ｄ
組
「
古

村
義
行
ル
ー
ム
の
２
年
間
」。

　

男
子
17
名
、
女
子
30
名
の
ク
ラ

ス
は
、
古
村
流
に
仕
上
げ
ら
れ
た

〝
女
尊
男
卑
〟
の
賑
わ
い
が
一
際

目
立
つ
。

　

古
村
先
生
不
在
の
時
は
、
副
担

任
の
飯
島
恵
美
子
先
生
（
現
：
川
内
）
が
、
決
ま
り
事
と
な
っ
て
い

る
冒
頭
の
点
呼
を
と
る
。

　

あ
れ
か
ら
42
年
を
迎
え
た
一
昨
年
の
１
月
、
25
回
生
の
同
窓
会
で

再
会
し
た
古
村
ル
ー
ム
の
仲
間
た
ち
。
も
ち
ろ
ん
飯
島
先
生
も
同
席
。

　
「
お
前
ら
61
歳
か
？
爺
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん
に
な
っ
た
な
。
俺
よ
り
老

け
て
る
な
あ
…
」。

　

再
会
の
う
れ
し
涙
で
飲
む
酒
は
、
42
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
、
忘

れ
ら
れ
な
い
点
呼
が
続
き
、
さ
ら
な
る
再
会
を
約
束
し
て
、〝
桜
花
…
〟

の
合
唱
と
な
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
２
年
、
今
年
の
5
月
、
横
芝
駅
近
く
を
毎
日
、
愛
犬
と

散
歩
し
て
い
る
古
村
先
生
が
見
か
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

ど
う
し
た
古
村
…
…
？

　

突
然
の
訃
報
を
間
も
な
く
耳
に
し
た
。
あ
の
元
気
な
古
村
先
生
が
。

御
年
86
歳
。

　
「
先
生
待
っ
て
て
く
れ
よ
！
い
ず
れ
我
々
も
、
先
生
の
元
へ
旅
立
つ

か
ら
な
…
…
。
永
遠
の
絆
で
結
ば
れ
た
貴
方
は
い
つ
ま
で
も
恩
師
だ

よ
。
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
！
古
村
先
生
」
…
…
。

　

�

25
回
３
年
Ｄ
組　

古
村
ル
ー
ム
生
徒
一
同

永
遠
の
絆

　
　
　
３
年
Ｄ
組「
古
村
ル
ー
ム
」

恩
師　

古
村
義
行
先
生
を
惜
し
む

　

林
初
男
先
生
は
、
平
成
29
年
8
月

11
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
99

歳
で
し
た
。

　

匝
瑳
高
校
に
弓
道
部
を
創
設
さ

れ
、
熱
心
な
ご
指
導
に
よ
り
、
関
東

大
会
・
高
校
総
体
・
国
民
体
育
大
会

な
ど
数
多
く
の
県
外
大
会
、
全
国
大

会
へ
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ご
自
身
は
弓
の
道
を
極
め
ら
れ
、

昭
和
59
年
に
全
日
本
弓
道
連
盟
範

士
、
平
成
23
年
に
九
段
と
な
ら
れ
、

文
字
通
り
の
「
射
即
人
生
」
を
歩
ま

れ
ま
し
た
。

　

全
日
本
弓
道
連
盟
指
導
専
門
委

員
・
中
央
審
査
委
員
も
務
め
ら
れ
、

「
若
潮
国
体
」「
ゆ
め
半
島
千
葉
国

体
」
の
匝
瑳
高
校
で
の
開
催
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
先
生
が
匝
瑳
高
校
ご
退
職

後
の
入
学
で
し
た
の
で
、
高
校
時
代

に
先
生
か
ら
直
接
弓
の
指
導
を
受

け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
先
生
の
教
え
は
道
場

に
宿
り
、
毎
日
が
厳
か
な

雰
囲
気
で
の
稽
古
で
あ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

教
員
と
し
て
母
校
に
戻

り
、
弓
道
部
の
顧
問
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
、

初
め
て
先
生
か
ら
直
接
の

ご
指
導
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
先
生
は
「
弓
道
と
は
自
分

の
良
さ
を
知
る
こ
と
」「
人
と
の
絆

や
徳
の
向
上
が
武
道
に
結
び
つ
く
」

と
常
々
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

弓
は
「
心
」
で
引
き
な
さ
い
。
稽

古
の
終
わ
り
に
、
必
ず
私
に
話
さ
れ

て
い
た
言
葉
で
す
。

　

全
国
大
会
へ
母
校
を
導
く
こ
と

を
、
何
よ
り
も
大
切
と
考
え
て
い
た

私
は
、「
生
徒
た
ち
の
心
の
成
長
こ

そ
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
て
お
り
、
先
生
は
そ
れ
に
気
づ

い
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
厳
し
い
だ
け
の
練
習
に
部

員
の
数
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き
、

初
め
て
先
生
の
言
葉
の
意
味
に
気

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

も
う
先
生
か
ら
教
え
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
先
生
の
言
葉
を
忘
れ

ず
に
、
生
徒
の
心
の
成
長
に
思
い
を

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
指
導
者
を

目
指
し
ま
す
。

　

長
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

林
初
男
先
生

高
37　

澁
谷　

義
範

（
元
匝
瑳
高
校
弓
道
部
顧
問
）
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　千葉県立匝瑳高等学校同窓会事務局
　〒289-2144　千葉県匝瑳市八日市場イ1630
　TEL. 0479-72-1541　FAX. 0479-73-6146

◆
旧
職
員
◆

林
初
男
（
中
9
）

　
　

平
成
29
年
8
月
11
日
逝
去

古
村
義
行

　
　

平
成
29
年
5
月
６
日
逝
去

熱
田
幸
子
（
高
28
）

　
　

平
成
29
年
1
月
21
日
逝
去

寺
口
和
範
（
高
34
）

　
　

平
成
29
年
2
月
27
日
逝
去

◆
会
員
◆

平
山（
大
木
）昭
（
中
4
）

　
　

平
成
27
年
4
月
10
日
逝
去

伊
藤
嘉
保
（
中
9
）

　
　

平
成
28
年
6
月
9
日
逝
去

島
田
博
一
（
中
10
）

　
　

平
成
28
年
1
月
15
日
逝
去

山
本
健
吾
（
中
11
）

　
　

平
成
28
年
11
月
20
日
逝
去

桂
山
雅
行
（
中
12
）

　
　

平
成
29
年
8
月
3
日
逝
去

大
関
勝
（
中
13
）

　
　

平
成
28
年
12
月
4
日
逝
去

菅
谷
一
夫
（
中
14
）

　
　

平
成
27
年
12
月
31
日
逝
去

佐
賀
井
貞
（
中
16
）

　
　

平
成
28
年
11
月
9
日
逝
去

信
太（
市
原
）勝
美
（
中
17
）

　
　

平
成
28
年
6
月
7
日
逝
去

高
橋
昭
（
中
18
）

　
　

平
成
26
年
10
月
25
日
逝
去

寺
本
一
弥
（
中
18
）

　
　

平
成
28
年
5
月
2
日
逝
去

宇
井
芳
雄
（
中
21
）

　
　

平
成
28
年
8
月
23
日
逝
去

及
川
一
好
（
中
21
）

　
　

平
成
29
年
1
月
18
日
逝
去

神
原
健
（
中
21
）

　
　

平
成
29
年
10
月
17
日
逝
去

岩
澤（
海
保
）茂
（
併
1
）

　
　

平
成
28
年
11
月
19
日
逝
去

井
田
敬
（
中
22
）

　
　

平
成
29
年
1
月
2
日
逝
去

伊
藤
一
男
（
中
22
）

　
　

平
成
28
年
8
月
19
日
逝
去

古
作
醇
一
（
併
2
）

　
　

平
成
27
年
1
月
26
日
逝
去

鈴
木（
向
後
）公
雄
（
併
2
）

飯
島
崇
智
（
高
1
）

　
　

平
成
29
年
4
月
23
日
逝
去

向
後
喜
八
郎
（
高
1
）

　
　

平
成
29
年
6
月
6
日
逝
去

伊
東
洋
進
（
高
2
）

　
　

平
成
28
年
12
月
16
日
逝
去

飯
田
幾
雄
（
高
2
）

　
　

平
成
29
年
5
月
16
日
逝
去

佐
藤
英
樹
（
高
2
）

　
　

平
成
27
年
8
月
2
日
逝
去

鈴
木
克
巳
（
高
2
）

　
　

平
成
28
年
2
月
9
日
逝
去

高
上
弥
之
助
（
高
2
）

　
　

平
成
28
年
10
月
25
日
逝
去

中
村
督
（
高
2
）

　
　

平
成
28
年
2
月
16
日
逝
去

平
山
熊
三
郎
（
高
2
）

　
　

平
成
28
年
9
月
4
日
逝
去

山
﨑
直
仁
（
高
2
）

　
　

平
成
28
年
11
月
21
日
逝
去

佐
藤
弘
毅
（
高
3
）

　
　

平
成
28
年
11
月
逝
去

平
野
利
吉
（
高
3
）

　
　

平
成
28
年
10
月
19
日
逝
去

平
山（
三
浦
）幸
枝
（
高
3
）

　
　

平
成
28
年
10
月
26
日
逝
去

宇
井（
伊
藤
）礼
子
（
高
4
）

　
　

平
成
29
年
2
月
7
日
逝
去

熱
田（
江
波
戸
）昭
二
（
高
4
）

　
　

平
成
28
年
10
月
23
日
逝
去

山
口
齊
（
高
5
）

江
波
戸
道
男
（
高
6
）

　
　

平
成
26
年
5
月
逝
去

髙
橋
一
郎
（
高
6
）

　
　

平
成
26
年
11
月
逝
去

宇
井
半
兵
衛
（
高
7
）

　
　

平
成
28
年
11
月
10
日
逝
去

菅
谷
昇
作
（
定
昼
4
）

　
　

平
成
28
年
4
月
19
日
逝
去

佐
久
間
智
（
高
9
）

　
　

平
成
27
年
12
月
16
日
逝
去

浅
井（
原
田
）政
紀
（
高
9
）

　
　

平
成
28
年
6
月
24
日
逝
去

河
野（
石
橋
）洋
子
（
高
10
）

　
　

平
成
28
年
12
月
5
日
逝
去

飯
田
俊
作
（
高
11
）

　
　

平
成
27
年
7
月
1
日
逝
去

浪
川（
鈴
木
）文
子
（
高
11
）

土
岐（
渡
辺
）四
郎
（
高
11
）

　
　

平
成
29
年
5
月
15
日
逝
去

熱
田
彦
一
（
定
夜
5
）

　
　

平
成
27
年
9
月
18
日
逝
去

山
崎
吉
邦
（
高
12
）

　
　

平
成
27
年
9
月
26
日
逝
去

山
崎
義
文
（
高
12
）

　
　

平
成
27
年
7
月
逝
去

宇
井（
及
川
）観
（
定
昼
8
）

　
　

平
成
29
年
2
月
18
日
逝
去

木
内
栄
（
高
13
）

　
　

平
成
26
年
5
月
25
日
逝
去

椎
名
俊
雄
（
高
13
）

　
　

平
成
27
年
5
月
14
日
逝
去

今
井
敏
夫
（
高
14
）

　
　

平
成
26
年
9
月
8
日
逝
去

碇
穹
一
（
高
15
）

　
　

平
成
28
年
11
月
20
日
逝
去

田
村（
行
方
）光
子
（
高
16
）

　
　

平
成
29
年
6
月
27
日
逝
去

斉
藤
孝
男
（
高
19
）

　
　

平
成
29
年
2
月
8
日
逝
去

木
川
政
夫
（
高
20
）

　
　

平
成
28
年
9
月
22
日
逝
去

林
実
（
高
20
）

　
　

平
成
27
年
6
月
22
日
逝
去

飯
田
繁
夫
（
高
21
）

　
　

平
成
28
年
9
月
26
日
逝
去

加
瀬
博
（
高
21
）

　
　

平
成
27
年
12
月
29
日
逝
去

小
川
清
（
高
22
）

　
　

平
成
28
年
6
月
12
日
逝
去

濤
川
守
雄
（
高
22
）

　
　

平
成
29
年
８
月
18
日
逝
去

浪
木
晴
夫
（
定
夜
23
）

　
　

平
成
25
年
9
月
逝
去

鈴
木
浩
（
高
33
普
）

　
　

平
成
27
年
1
月
31
日
逝
去

匝瑳高校同窓会のホームページをご存知で
すか？同窓会員の「集いの広場」として開
設しているホームページは、会員同士の情
報交換の場としてご利用できます。また、
会員登録を行うと自ら情報を発信すること
も可能です。皆さんもホーム
ページを活用し、インターネッ
トでつながる同窓の輪を広げ
てみませんか。

◆長寿長老杖 
　柏熊　庄一（高10）

◆瑞宝中綬章
　秋山　　衛（高８）

◆瑞宝双光章 
　鵜之澤正夫（中18）
　江波戸　昭（中19・20）
　木内　　栄（高13）

◆藍綬褒章
　鈴木　勝彦（高18）

★�おめでとうございます�★

※ 受章（賞）についての情報を事務局
　 までお知らせください。

匝瑳高同窓会 検��索お悔やみ申し上げます
ご覧ください
同窓会ホームページ
～�会員登録で広がる交流の輪�～



同窓さふさ第51号 16

平
山　

孝
雄
（
高
24
）

太
田　

和
利
（
高
27
）

塚
本　

貢
市
（
高
30
）

髙
橋　

康
二
（
高
31
）

武
田　

英
樹
（
高
32
）

小
泉　

泰
孝
（
高
39
）

宇
野　

典
男

　

（
事
務
局
／
高
30
）

林　
　

勝
美

　

（
会　

長
／
高
26
）

《第51号編集委員》
　

会
報
51
号
の
発
行
に
あ
た
り
、

母
校
の
現
状
や
同
窓
会
の
動
向
、

さ
ら
に
は
同
窓
生
の
様
子
等
を
わ

か
り
や
す
く
ご
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
編
集
に
努
め
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
同
期
の
話
題
」
に
数

多
く
の
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、

記
事
内
容
が
豊
か
な
も
の
に
な
り

ま
し
た
。

　

執
筆
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
同
窓
生
の
情
報
を
数
多
く

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集
委
員
長　

平
山
孝
雄

※�

紙
面
の
都
合
で
、
原
稿
す
べ
て

を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

〔
中
19
・
20
〕

大
出　

隆
久

〔
高
9
〕

境　

喜
美
江

〔
高
10
〕

八
木　

康
夫

〔
高
11
〕

熱
田　

新
二

〔
高
13
〕

戸
村　

忠
夫

〔
高
15
〕

御
園　

龍
男

〔
高
16
〕

佐
藤　

一
夫

豊
村　

至
子

〔
定
夜
10
〕

伊
藤　

敏
雄

〔
高
17
〕

大
谷　

侑
子

鈴
木　
　

勇

〔
高
18
〕

椎
名　
　

正

〔
高
20
〕

田
中
丸
光
子

〔
高
21
〕

伊
藤　

健
二

石
島　
　

隆

勝
股　

良
子

〔
高
22
〕

石
井　

秀
光

高
橋　
　

操

〔
高
24
〕

行
方　

康
雄

増
田　

宇
吉

〔
高
25
〕

片
山　

幸
一

木
内　

淑
子

椎
名　
　

誠

中
村　

正
平

吉
川　
　

昇

〔
定
夜
20
〕

野
﨑　

景
子

〔
高
27
〕

林　

喜
美
子

〔
高
28
〕

宮
内　

靖
規

〔
高
30
〕

加
瀬　
　

敦

髙
橋　

幸
代

加
瀬　

健
司

〔
高
33
〕

林　
　

安
司

〔
高
34
〕

鎌
形　

悦
弘

〔
高
37
〕

澁
谷　

弘
和

〔
高
39
〕

伊
藤　

哲
也

伊
藤　

昌
純

〔
高
41
〕

新
井　

洋
子

〔
高
42
〕

加
瀬　

和
美

〔
高
45
〕

押
尾　

智
之

行
木　
　

学

〔
高
50
〕

伊
藤　

直
子

〔
高
53
〕

加
藤　

祐
輔

〔
高
55
〕

伊
藤
真
希
子

菱
木　

照
仁

〔
高
57
〕

伊
藤　

雄
大

鈴
木
健
太
郎

〔
高
59
〕

宍
戸　

沙
知

〔
高
61
〕

鳴
海
大
二
郎

〔
高
62
〕

疋
田　

哲
也

〔
高
5
〕

椎
名　

洋
子 

3

〔
高
9
〕

磯
屋
幸
智
子 

10

菅
谷　

良
民 

1

〔
高
11
〕

小
胎　

清
美 

10

〔
高
13
〕

椎
名　

俊
雄 

1

渡
邉　

周
作 

1

〔
高
14
〕

佐
藤　

和
子 

10

母
里　

俊
雄 

10

渡
辺　

次
郎 

10

〔
高
15
〕

坂
村　

雅
美 

5

髙
橋　

輝
行 

10

〔
高
16
〕

関　
　
　

満 

5

〔
高
17
〕

大
木　

行
男 
2

高
梨　

晃
作 
3

〔
高
18
〕

遠
藤　

孝
夫 

1

林　
　

優
子 

5

〔
高
19
〕

川
辺　

恒
雄 

10

〔
高
20
〕

安
孫
子
光
子 

10

伊
知
地
良
洋 

1

依
知
川
克
明 

1

宇
井　

照
子 

1

寺
本　

俊
身 

3

林　

三
千
男 

1

〔
高
21
〕

渡
辺　

敏
子 

5

〔
高
22
〕

鬼
塚　

君
江 

10

〔
高
23
〕

柴　
　

義
章 

5

〔
高
24
〕

秋
山　

君
江 

10

〔
高
25
〕

遠
藤　

吉
美 

20

向
後
喜
美
子 

3

林　
　

貞
之 

10

〔
高
26
〕

大
木　
　

伸 

1

〔
高
27
〕

井
沼　

雅
子 

10

〔
高
28
〕

伊
藤　

正
好 

5

林　

み
つ
子 

5

〔
高
29
〕

押
田　

明
裕 

1

大
木　
　

晃 

1

〔
高
30
〕

菅
谷　

千
秋 
3

長
谷
川
眞
裕 

5

〔
高
31
〕

江
波
戸
恵
子 

10

深
津　

清
美 

5

〔
高
32
〕

佐
藤
千
恵
子 

5

菅
生　

譲
二 

10

〔
高
33
〕

石
毛　
　

啓 

3

〔
高
35
〕

石
毛　

元
博 

5

桜
井　

隆
宏 

1

瀧
田　

進
市 

5

平
野　

康
範 

3

〔
高
36
〕

崎
久
美
子 

1

〔
高
37
〕

宇
井　

教
恵 

2

〔
高
43
〕

赤
荻　

美
歩 

3

〔
高
44
〕

新
行
内
久
美 

2

西
塚　

実
香 

3

〔
高
45
〕

及
川　

幸
男 

1

〔
高
48
〕

飯
嶋　

知
希 

5

木
村　

夏
美 

2

新
行
内
健
太
郎 

2

〔
高
49
〕

木
村
芙
美
江 

2

三
輪　

昌
弘 

3

〔
高
53
〕

川
島　
　

衛 

1

〔
高
54
〕

向
後
友
加
里 

10

柴
田　
　

剛 

5

林　

さ
つ
き 

5

〔
高
55
〕

越
川
健
一
郎 

2

〔
高
57
〕

鈴
木　

洋
子 

10

〔
高
58
〕

林　

由
布
子 

10

〔
高
59
〕

市
原　

由
博 

1

石
井
健
太
郎 

5

〔
高
63
〕

深
津　

拓
麦 

5

編

集

後

記

終
身
会
費
納
入
者

年
会
費
納
入
者

※ 平成28年10月１日〜
　 平成29年９月30日受領分

◆�同窓会費とは�◆
　 会 費は１年 間1,000円
です。30年間分３万円が
終身会費です。年会費納
入者下欄の数値は、今回
の納付年数となります。
　納入書はホームページ
からも入手できますので、
ご協力をお願いします。


